
ニ
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史
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一
九
一

れ
て
い
な
い
。

　

筆
者
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

大
学
を
訪
問
し
、
同
校
の
好
意
で
、
同
国
の
初
期
の
歴
史
に
掛
か
る
様
々

な
文
献
に
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の

文
献
を
通
し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
、
同
国
に
お
け
る
初
期
の
憲
法
の
発

展
過
程
に
関
し
て
紹
介
す
る
。

一　

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約

　

今
日
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法
の
最
初
の
頁
を
飾
る
の
は
、
ワ
イ
タ

ン
ギ
条
約
（T

reaty of W
aitangi, 

マ
オ
リ
語
で
は T

e T
iriti o 

W
aitangi

と
い
う
。）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
四
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
王

と
マ
オ
リ
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
条
約
で
あ
る
。

［
は
じ
め
に
］

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
硬
性
憲
法
は
存
在
し
な
い
。
ワ
イ
タ
ン
ギ

条
約
、
一
九
八
六
年
憲
法
法
（T

he Constitution A
ct 1986

）
等
議
会

が
制
定
し
た
一
連
の
法
令
、
評
議
会
命
令
（O

rders in Council

）、
特

許
状
（Letters patent

）、
裁
判
所
判
決
及
び
不
文
の
憲
法
慣
行
な
ど
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
成
文
化
さ
れ
て
い
な
い
憲
法
を
構
成
し
て
い
る
と

さ
れ
る
（
１
）。

　

こ
の
よ
う
な
軟
性
憲
法
の
下
に
お
い
て
は
、
憲
法
の
形
成
過
程
を
正
確

に
把
握
し
な
い
限
り
、
現
行
憲
法
に
つ
い
て
も
正
確
な
理
解
を
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
現
行
憲
法
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
本
で
、
比
較
的
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
初
期
の
憲
法
史
に
つ

い
て
は
、
そ
う
し
た
本
に
お
い
て
す
ら
、
か
な
り
不
正
確
な
紹
介
し
か
さ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
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直



一
九
二

ン
ド
の
呼
称
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。

　

つ
い
で
、
一
七
六
八
年
一
〇
月
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ッ
ク
（Jam

es 
Cook

）
が
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
水
先
案
内
人
に
よ
り
到
来
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
へ
の
上
陸
を
果
た
し
た
。
ク
ッ
ク
は
、
マ
オ
リ
族
と
の
友
好
関
係

を
築
く
の
に
成
功
し
た
。

　

同
じ
航
海
で
、
ク
ッ
ク
が
発
見
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
一
七
八

八
年
に
英
国
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
（N

ew
 South 

W
ales

）
植
民
地
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
勅
許
状
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
点
の
植
民
地
政
府
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
何
の
関
心
も
持
た
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
実
効
支

配
を
伴
う
も
の
で
は
無
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
期
以
降
、
交
易
や
捕
鯨
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
欧
州
人
が
来
訪
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
り

発
生
し
た
、
文
化
面
で
の
大
変
化
は
一
八
〇
七
年
以
降
、
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃

が
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
マ
オ
リ
は
、

遠
距
離
兵
器
と
し
て
は
投
げ
槍
（
マ
オ
リ
語
でT

ao

）
し
か
も
っ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
わ
が
国
戦
国
期
と
同
様
、
マ
オ
リ
は
銃
を
熱
狂
的

に
受
け
入
れ
、
マ
オ
リ
同
士
の
戦
争
形
態
に
も
大
き
な
変
革
が
起
こ
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
マ
オ
リ
に
は
、
わ
が
国
の
織
田
信
長
や
ハ

ワ
イ
の
カ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
の
よ
う
な
傑
出
し
た
人
物
が
現
れ
な
か
っ
た
た

め
、
殺
傷
力
の
高
い
武
器
の
出
現
は
、
国
土
を
統
一
す
る
政
権
を
作
り
出

（
一
）　
前
史

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
最
初
に
到
来
し
た
人
類
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
偉
大
な
航
海
者
で
、
北
は

ハ
ワ
イ
諸
島
、
東
は
イ
ー
ス
タ
ー
島
、
そ
し
て
南
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
い
た
る
広
大
な
海
域
を
カ
ヌ
ー
で
自
在
に
漕
ぎ
渡
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
彼
ら
が
到
来
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
正
確
な
記
録
は
存
在

し
な
い
が
、
言
語
学
的
な
推
定
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
残
る
遺
跡
の

放
射
性
炭
素
年
代
測
定
か
ら
、
最
初
の
渡
来
は
、
お
よ
そ
一
〇
世
紀
～
一

一
世
紀
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
四
世
紀
頃
に
、
再
度
の

大
移
住
が
あ
っ
た
（
２
）。
そ
れ
が
、
今
日
、
マ
オ
リ
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
（
３
）。

彼
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
（A

otearoa

：「
長
い

白
い
雲
の
地
」
の
意
味
）
と
呼
ん
だ
。
今
日
、
公
用
語
の
一
つ
と
さ
れ
る
、

マ
オ
リ
語
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
正
式
国
名
で
も
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
し
て
初
め
て
発
見
し
た
の

は
、
今
も
タ
ス
マ
ニ
ア
島
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

を
隔
て
る
タ
ス
マ
ン
海
に
そ
の
名
を
残
す
オ
ラ
ン
ダ
人
、
タ
ス
マ
ン
（A

bel 
Janszoon T

asm
an

）
で
、
一
六
四
二
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
４
）。
し

か
し
、
上
陸
を
試
み
た
際
、
船
員
四
人
が
マ
オ
リ
に
殺
さ
れ
た
た
め
、
上

陸
は
し
て
い
な
い
。
タ
ス
マ
ン
は
こ
の
陸
地
に
故
国
オ
ラ
ン
ダ
の
州
の
一

つ
、
ゼ
ー
ラ
ン
ド
（Zeeland

）
に
ち
な
み
、
ノ
ヴ
ァ
・
ゼ
ー
ラ
ン
デ
ィ

ア
（N

ova Zeelandia

）
と
名
付
け
た
。
こ
れ
が
現
在
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ



ニ
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し
た
後
も
、
欧
州
に
戻
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
八
三
一
年
に
英
国
に
戻
っ

た
際
、
バ
ズ
ビ
ー
は
『
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
関
す
る
真
実
の
情
報
』
と
い
う
書
を
刊
行
し
た
（
６
）。
同
書
は
、
バ
ズ
ビ
ー

の
書
い
た
四
本
の
論
文
と
、
他
者
の
書
い
た
二
本
の
付
録
報
告
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
四
論
文
の
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
島
に
関
す
る

簡
単
な
記
録
（
７
）」
が
、
彼
自
身
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
運
命
を
変
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
一
六
頁
ほ
ど
の
こ
の
小
論
文
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の

点
を
指
摘
し
て
い
た
。

す
方
向
へ
は
作
用
せ
ず
、
単
に
抗
争
激
化
に
よ
る
マ
オ
リ
人
口
の
減
少
を

招
い
た
だ
け
に
終
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
時
期
以
降
に
欧
州
人
が
持
ち

込
ん
だ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
赤
痢
、
百
日
咳
、
は
し
か
、
チ
フ
ス
と
い
っ

た
疾
病
も
、
マ
オ
リ
の
人
口
減
少
を
招
い
た
。

　

一
八
三
〇
年
ま
で
に
、
約
二
、〇
〇
〇
人
の
欧
州
人
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
北
島
北
端
に
近
い
、
天
然
の
良

港
で
あ
る
ア
イ
ラ
ン
ズ
湾
（Islands Bay

）
に
面
し
た
コ
ロ
ラ
レ
カ

（K
ororareka

、
一
八
四
二
年
にRussell

と
名
称
変
更
）
は
、
そ
の
時

点
に
お
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
大
の
欧
州
人
の
町
で
あ
っ
た
。

欧
州
人
の
多
く
は
、
無
法
な
船
乗
り
や
一
攫
千
金
を
夢
見
た
山
師
で
あ
っ

た
た
め
、
同
地
の
治
安
は
「
太
平
洋
の
災
厄
（T

he scourge of the 
Pacific

）」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
乱
れ
て
い
た
と
い
う
（
５
）。

　

英
国
教
会
伝
道
協
会
（Church M

issionary Society
＝CM

S

）
の

マ
ー
ス
デ
ン
（Sam

uel M
arsden

）
牧
師
は
、
一
八
一
四
年
に
こ
の
地

を
訪
れ
、
最
初
の
教
会
を
そ
こ
に
建
設
し
、
以
後
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
、
マ
オ
リ

族
の
教
化
に
努
め
る
と
共
に
、
彼
ら
を
無
法
な
欧
州
人
達
か
ら
保
護
す
る

た
め
に
も
努
力
し
た
。

　

バ
ズ
ビ
ー
（Jam

es Busby

）
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ワ
イ
ン
産
業

の
父
（Father of the A

ustralian w
ine Industry

）
と
し
て
知
ら
れ

る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
か
ら
葡
萄
の
苗
を
入
手

し
た
り
、
栽
培
技
術
を
習
得
し
た
り
す
る
為
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
入
植



一
九
四

た
ン
ガ
イ
・
タ
フ
の
部
落
の
傍
に
、
麻
の
取
引
を
装
っ
て
停
泊
し
た
。
こ

の
当
時
、
南
島
に
は
麻
の
買
い
付
け
の
為
、
多
数
の
英
国
船
が
行
く
よ
う

に
な
っ
て
い
た
た
め
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
が
停
泊
し
て
も
、
ン
ガ
イ
・
タ
フ

に
は
不
審
に
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
船
長
は
、
ン
ガ
イ
・
タ

フ
の
首
長
テ
・
マ
イ
ハ
ラ
ヌ
イ
（T

e M
aiharanui

）
と
そ
の
妻
子
を
船

上
に
招
待
し
た
。
彼
ら
は
そ
の
招
待
に
応
じ
た
結
果
、
容
易
に
テ
・
ラ
ウ

パ
ラ
ハ
の
捕
虜
と
な
っ
た
。
夜
陰
に
乗
じ
て
上
陸
し
た
テ
・
ラ
ウ
パ
ラ
ハ

以
下
の
戦
士
は
、
オ
ナ
ウ
ェ
部
落
を
襲
撃
し
た
。
こ
の
襲
撃
で
、
部
落
民

数
百
人
が
殺
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る（（1
（

。
当
時
の
マ
オ
リ
の
風
習
に

従
い
、
北
島
に
戻
っ
た
後
、
捕
虜
の
う
ち
、
女
は
奴
隷
と
さ
れ
、
男
は
屠

殺
さ
れ
て
祝
宴
の
食
糧
と
な
っ
た（（1
（

。

　

こ
の
時
点
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
英
国
人
を
管
轄
し
て
い
た
の
は
、

上
述
の
と
お
り
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
総
督
で
あ
っ
た
。
シ
ド
ニ
ー

帰
港
後
、
同
船
の
乗
組
員
が
官
憲
に
こ
の
事
件
を
告
発
し
た
た
め
、
ス

チ
ュ
ワ
ー
ト
は
、
こ
の
虐
殺
事
件
の
共
犯
と
し
て
シ
ド
ニ
ー
で
裁
判
に
掛

け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ン
ガ
イ
・
タ
フ
の
証
人
は
異
教
徒
で
あ
る
た
め
宣

誓
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
証
人
と
し
て
採
用
さ
れ
な

か
っ
た
結
果
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
は
、
罰
を
免
れ
た
。

　

こ
の
事
件
紹
介
を
受
け
て
の
結
論
と
し
て
、
バ
ズ
ビ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
商
人
達
は
、
こ
の
国
は
、
英
国
臣
民
の
貿
易
を
守
る
た
め
に
英
国

に
よ
っ
て
領
有
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
権
威
は
英
国
人
と
ニ
ュ
ー

　

第
一
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
の
麻
（
８
）の
重
要
性
で
あ
る
。
こ
の
麻
を

原
料
に
し
て
シ
ド
ニ
ー
で
製
造
さ
れ
て
い
た
ロ
ー
プ
は
、
最
高
の
品
質
で
、

当
時
、
世
界
の
海
を
支
配
し
て
い
た
木
造
帆
船
を
走
ら
せ
る
た
め
に
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
な
の
で
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
の
欧
州
諸
国
へ
の
輸

出
を
確
保
す
る
為
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
易
は
絶
対
的
に
必

要
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
バ
ズ
ビ
ー
は
詳
細
な
数
字
を
上
げ
て
論
証
し

て
い
る
。

　

第
二
に
、
バ
ズ
ビ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
原
住
民
、
即
ち
マ
オ
リ

の
風
俗
・
習
慣
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
一

八
三
〇
年
に
発
生
し
た
オ
ナ
ウ
ェ
虐
殺
事
件
（O

naw
e M

assacre

）
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
、
マ
オ
リ
同
士
の
紛
争
に
、
英
国

船
長
が
介
入
し
た
た
め
に
、
大
虐
殺
事
件
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
次
の
様
な
事
件
で
あ
っ
た（

９
）。

　

北
島
の
ン
ガ
チ
・
ト
ア
（N

gati T
oa

）
族
は
、
南
島
へ
の
侵
略
を
一

八
二
七
年
に
試
み
た
が
、
ン
ガ
イ
・
タ
フ
（N

gai T
ahu

）
族
に
手
ひ
ど

く
撃
退
さ
れ
、
首
長
は
戦
死
し
た（（1
（

。
そ
こ
で
、
ン
ガ
チ
・
ト
ア
の
新
首
長

で
あ
る
テ
・
ラ
ウ
パ
ラ
ハ
（T

e Rauparaha

）
は
、
一
八
三
〇
年
に
、

報
復（（1
（

の
た
め
、
英
国
の
船
長
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
（John Stew

art

）
の
指
揮

す
る
ブ
リ
ッ
グ
船
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
を
、
麻
五
〇
ト
ン
を
引
き
渡
す
条
件
で

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た（（1
（

。
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
は
、
一
六
〇
人
の
マ
オ
リ
戦
士
を
船

内
に
隠
し
て
、
今
日
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
近
く
の
オ
ナ
ウ
ェ
に
あ
っ
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一
九
五

T
ribes

’ flag

）
の
制
定
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
に
は
、
直
接
の
狙
い
と

間
接
の
狙
い
が
あ
っ
た
。
直
接
的
に
は
、
当
時
の
英
国
航
海
法
は
、
所
属

す
る
国
の
旗
を
立
て
て
い
な
い
船
の
、
英
国
や
そ
の
植
民
地
へ
の
入
港
を

禁
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
英
国
植
民
地
で
は
無
い
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
、
英
国
旗
を
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
貿
易
関
係
を
深
め
る
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
旗
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
作
ら
れ
た
船
で
、
旗
を

掲
げ
る
こ
と
な
く
シ
ド
ニ
ー
に
入
港
し

た
と
し
て
、
逮
捕
さ
れ
、
船
を
没
収
さ

れ
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ
て
い
た（（1
（

。

間
接
的
に
は
、
統
一
的
な
旗
を
つ
く
る

こ
と
で
、
マ
オ
リ
が
部
族
対
立
を
超
え

て
、
統
一
意
識
を
持
つ
こ
と
を
狙
っ
た

の
で
あ
る
。
彼
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
宣
教
師
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（H

enry W
illiam

s

）

に
依
頼
し
、
三
種
類
の
旗
を
デ
ザ
イ
ン

さ
せ
た
。

　

一
八
三
四
年
三
月
、
バ
ズ
ビ
ー
は
、

ワ
イ
タ
ン
ギ
の
自
宅
前
の
広
場
に
、
近

隣
に
住
む
マ
オ
リ
の
首
長
三
〇
人
を
集

ジ
ー
ラ
ン
ド
人
が
相
互
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
形
作
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
と
し
た
。

　

第
三
に
、
バ
ズ
ビ
ー
は
、
一
八
二
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
船
が
測
量
の
た
め

に
来
訪
し
て
い
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
が
積
極
的
な
進
出
を
図
っ
て
お
り
、

同
国
が
恒
久
的
な
領
有
を
宣
言
す
る
危
険
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

こ
の
バ
ズ
ビ
ー
の
論
文
を
読
ん
だ
英
国
政
府
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
、
英
国
と
し
て
法
と
秩
序
を
も
た
ら
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
一
八

三
三
年
五
月
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
て
い
た
バ
ズ
ビ
ー
を
初
代
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
駐
在
弁
務
官
（Resident
）
と
し
て
任
命
し
、
そ
の
対
応
に

あ
た
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
英
国
政
府
が
行
っ
た
の
は
バ
ズ
ビ
ー

の
任
命
だ
け
で
あ
っ
た
。
バ
ズ
ビ
ー
に
は
、
無
法
な
欧
州
人
達
を
制
御
す

る
法
的
権
限
も
、
軍
事
的
支
援
そ
の
他
の
有
効
な
手
段
も
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
。

　

バ
ズ
ビ
ー
は
、
ア
イ
ラ
ン
ズ
湾
（Bay of Islands

）
を
挟
ん
で
コ
ロ

ラ
レ
カ
の
対
岸
に
位
置
す
る
ワ
イ
タ
ン
ギ
（W

aitangi

）
に
一
八
三
三
年

に
到
着
し
、
そ
こ
に
自
宅
を
建
設
し
た（（1
（

。
バ
ズ
ビ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
法
と
秩
序
を
も
た
ら
す
手
段
と
し
て
、
マ
オ
リ
に
連
合
国
家
を
作

ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
織
田
信
長
や
カ
メ
ハ
メ
ハ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
の
中
で
果
た
し
た
役
割
を
、
外
部
か
ら
の
来
訪
者
で
あ
る
彼
が
、
間

接
的
に
果
た
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
バ
ズ
ビ
ー
は
ま
ず
マ
オ
リ
部
族
連
合
旗
（U

nited 



一
九
六

部
族
連
合
が
保
有
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
ま
た
、
法
は
、
議
会
（hui-

huinga – congress

）
に
依
っ
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
も
宣
言
し
て
い
る
。

　

第
三
条
は
、
議
会
は
、
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
、
議
会
が
法
を
形
成
し
、

司
法
権
を
行
使
し
、
平
和
を
維
持
し
、
秩
序
を
確
立
し
、
貿
易
を
規
制
す

る
権
限
を
有
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
議
会
は
、
こ
の
時
点
で
議
会

に
参
加
し
て
い
な
い
南
部
の
部
族
を
招
待
し
て
い
る
。

　

第
四
条
は
、
こ
の
宣
言
の
写
し
は
、
英
国
に
送
付
さ
れ
、
英
国
王
に
、

部
族
旗
を
承
認
し
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
の
誕
生
し
た
ば
か
り

の
国
の
後
見
人
と
な
る
事
を
求
め
て
い
る
。

　

ワ
イ
タ
ン
ギ
に
集
ま
っ
た
首
長
達
は
こ
の
宣
言
に
署
名
し
、
一
八
三
五

年
一
〇
月
二
五
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
北
島
の
北
部
地
方
に
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
部
族
連
合
国
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
を
無
主
の
土
地
と
し
て
、
領
有
を
狙
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
野
望
は

押
さ
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
二
）　
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
調
印

　

現
在
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法
を
構
成
す
る
一
連
の
成
文
法
の
中
で
、

最
も
古
い
も
の
が
、
一
八
四
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
で
、

英
国
と
マ
オ
リ
の
間
に
締
結
さ
れ
た
条
約
で
あ
る
。
英
国
を
代
表
し
て
、

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
に
調
印
し
た
の
は
、
そ
の
時
点
で
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
植
民
地
副
総
督
（lieutenant governor

）
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た

め
、
用
意
し
た
三
種
の
デ
ザ
イ
ン
の
国
旗
か
ら
、
そ
の
一
つ
を
選
ぶ
よ
う

に
求
め
た
。
首
長
達
が
多
数
決
で
選
ん
だ
の
は
、
白
地
に
赤
の
十
字
の
旗

（
通
常
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
の
旗
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
の
、
左
上
端
が
青
地

に
な
り
、
そ
こ
が
さ
ら
に
小
さ
な
赤
い
十
字
で
四
つ
に
区
切
ら
れ
、
そ
こ

に
一
つ
宛
八
芒
星
が
白
地
で
配
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
バ
ズ
ビ
ー

は
、
こ
の
共
通
の
旗
印
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
異
な
る
部
族
が
共
同
し
て

活
動
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。

　

翌
一
八
三
五
年
一
〇
月
、
バ
ズ
ビ
ー
は
、
再
び
ワ
イ
タ
ン
ギ
に
首
長
達

を
集
め
た
。
今
度
は
三
五
名
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
バ
ズ
ビ
ー
は
、
予

め
用
意
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
部
族
連
合
国
の
独
立
宣
言
書
（H

e 
W

hakaputanga – D
eclaration of Independence

）
に
、
首
長
達
の

署
名
を
求
め
た（（1
（

。

　

独
立
宣
言
書
は
、
次
の
四
つ
の
条
文
か
ら
な
っ
て
い
た
。
正
文
は
マ
オ

リ
語
で
書
か
れ
、
ま
た
、
そ
の
写
し
は
英
語
で
書
か
れ
て
い
た（（1
（

。

　

第
一
条
は
、
首
長
達
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
独
立
国
（w

henua 
rangatira – independent state

）
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
首
長
達

は
自
ら
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
部
族
連
合
（te W

akam
inenga o nga 

H
apu o N

u T
irene – the U

nited T
ribes of N

ew
 Zealand

）
と
呼

ぶ
こ
と
も
宣
言
し
て
い
る
。

　

第
二
条
は
、
国
家
の
主
権
（kingitanga – sovereign pow

er

）
及

び
国
土
の
支
配
権
（m

ana i te w
enua – authority in the land

）
は
、



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

一
九
七

ホ
ブ
ソ
ン
（W

illiam
 H

obson

）
で
あ
っ
た
。

　

ホ
ブ
ソ
ン
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
英
海
士
官
で
あ
っ
た（（1
（

。
彼
は
、

艦
長
身
分
に
昇
格
後
、
六
年
も
の
間
、
後
援
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
艦

を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
海
軍
長
官
（first lord com

-
m

issioner of the A
dm

iralty

）
に
な
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
卿
（George 

Eden, 1st Earl of A
uckland

）
は
、
彼
を
後
援
し
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

ラ
ト
ル
ス
ネ
ー
ク
号
を
一
八
三
四
年
に
与
え
た
。

　

一
八
三
六
年
以
降
、
彼
は
主
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
活
動
し
て
い

た
が
、
一
八
三
七
年
、
バ
ズ
ビ
ー
か
ら
、
部
族
間
戦
争
の
危
険
が
高
ま
り
、

英
国
人
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
た
め
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
急
行
し
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
、
植
民
者
等
と
面
談
し
た
。

さ
ら
に
マ
オ
リ
の
首
長
に
も
会
い
、
慰
撫
す
る
と
共
に
英
国
人
に
危
害
を

与
え
な
い
よ
う
警
告
し
た
。
三
ヶ
月
後
に
、
停
戦
条
約
が
締
結
さ
れ
た
の

を
待
っ
て
英
国
に
帰
還
し
た
。
帰
り
着
い
た
の
は
一
八
三
八
年
初
め
で
あ
っ

た
。
帰
国
に
伴
い
、
通
例
の
報
告
書
を
提
出
し
、
そ
の
中
で
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
英
国
の
主
権
を
確
立
す
る
こ
と
が
妥
当
、
と

し
た
。

　

こ
れ
よ
り
少
し
前
に
、
英
国
人
経
済
学
者
で
あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ェ

イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
（Edw

ard Gibbon W
akefield

）
は
、『
シ
ド
ニ
ー

か
ら
の
手
紙（（2
（

』
等
の
著
述
で
、
流
刑
囚
に
労
働
力
を
頼
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
植
民
を
批
判
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
組
織
的
植
民
論

（System
atic Colonization

）」
を
提
唱
し
た
。
具
体
的
に
は
、
次
の
提

案
を
行
っ
た
。

　

「
⑴　

英
国
に
譲
ら
れ
た
土
地
は
公
的
土
地
（public land

）
と
見
な

し
、
完
全
平
等
と
即
金
払
い
を
条
件
と
し
て
、
一
定
価
格
を
も

う
け
、
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
個
人
占
有
に
解
放
す
る
こ
と
。

⑵　

公
的
土
地
の
処
理
に
責
任
を
も
つ
当
局
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
土
地

を
売
る
権
利
を
有
し
、
土
地
購
入
者
は
入
植
地
の
土
地
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

公
的
土
地
を
売
っ
た
金
で
基
金
（fund

）
を
つ
く
り
、
移
民
の

輸
送
コ
ス
ト
を
ま
か
な
う
。
土
地
購
入
者
が
入
植
地
に
送
ら
れ

る
労
働
者
を
指
名
で
き
る
規
定
を
設
け
、
船
賃
を
無
料
に
す
る
。

⑷　

上
記
の
基
金
に
よ
っ
て
、
原
住
民
か
ら
割
譲
さ
れ
る
土
地
を
買

う
コ
ス
ト
を
支
払
う
。

⑸　

基
金
の
一
部
で
、
道
路
、
学
校
、
教
会
の
建
設
コ
ス
ト
を
支
払

う
。

⑹　

入
植
地
の
通
常
の
公
費
は
、
植
民
地
政
府
が
課
す
税
金
に
よ
っ

て
ま
か
な
う
。

⑺　

基
金
が
十
分
に
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
合
体
資
本
に
よ
る

共
同
保
険
（joint security

）
で
融
資
を
お
こ
な
う（（2
（

。」

　

そ
し
て
、
自
ら
の
理
論
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
実
現
す
る
べ

く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
土
地
会
社
（N

ew
 Zealand Land Com

pany

）



一
九
八

ド
征
服
な
ど
が
代
表
例
で
あ
る
。
第
二
に
割
譲
で
あ
り
、
南
京
条
約
に
よ

る
香
港
の
割
譲
な
ど
が
代
表
例
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
が
、
無
主
の
土
地

の
先
占
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
む
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
特
定
の
場
所
に
定

住
す
る
こ
と
な
く
、
放
浪
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
地
所
有

権
を
持
た
な
い
民
と
判
断
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
を
無
主
の
土
地

（T
erra nullius

）
と
認
定
し
た
こ
と
が
代
表
例
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
に
は
、
マ
オ
リ
は
定
住
し
て
土
地
を
支
配

し
て
い
た
た
め
、
第
三
は
論
外
で
あ
る
。
第
一
の
、
武
力
に
よ
る
支
配
を

行
う
ほ
ど
の
価
値
の
あ
る
土
地
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
英
国

政
府
は
、
第
二
の
条
約
に
よ
る
割
譲
を
目
指
す
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

一
八
三
八
年
一
二
月
、
英
国
は
、
部
族
連
合
国
の
独
立
宣
言
を
承
認
す

る
こ
と
を
決
め
、
外
務
省
と
し
て
同
国
に
対
し
て
公
使
を
派
遣
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
ホ
ブ
ソ
ン
が
そ
れ
に
選
ば
れ
、
彼
が
受
諾
し
た
結
果
、
一
八

三
九
年
八
月
に
領
事
（British consul

）
に
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ

れ
に
先
立
つ
七
月
に
、
植
民
省
よ
り
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民

地
副
総
督
（Lieutenant Governor

）
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
英
国
植
民
地
を
建
設
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
そ

の
手
段
と
し
て
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
、
マ
オ
リ
か
ら
、
植
民
者
の
た
め
の
土
地

を
「
公
正
か
つ
平
等
な
契
約
（by fair and equal contracts

）」
で
入

手
し
、
そ
れ
を
植
民
者
に
再
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
事
業
に
資

金
を
供
給
出
来
る
体
勢
を
作
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
命

を
一
八
三
七
年
に
設
立
し
た
。
同
社
は
、
政
府
が
動
き
出
す
前
に
、
土
地

の
買
収
を
急
い
だ
。
す
な
わ
ち
、
一
八
三
八
年
に
は
弁
護
士
で
あ
る
弟
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
（W

illiam
 H

ayw
ard W

（
（2
（

akefield

）
を
、
今
日
の
ウ
ェ
リ

ン
ト
ン
及
び
ネ
ル
ソ
ン
に
当
た
る
場
所
に
派
遣
し
、
マ
オ
リ
か
ら
の
土
地

の
買
収
を
行
っ
た
。
こ
の
会
社
は
、
一
八
三
九
年
一
二
月
に
名
称
を

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
（N

ew
 Zealand Com

pany

）
に
変
更
し
、

一
八
四
〇
年
一
月
か
ら
、
実
際
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
英
国
人
の
組

織
的
移
民
事
業
を
開
始
し
た（（2
（

。

　

こ
の
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
理
論
は
、
英
国
の
植
民
地
政
策
そ
の
も

の
に
強
い
影
響
を
与
え
、
そ
れ
に
根
本
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
ウ
ェ
イ

ク
フ
ィ
ー
ル
ド
理
論
の
、
英
国
植
民
地
政
策
へ
の
影
響
の
一
つ
は
、
一
八

三
六
年
に
勅
許
状
が
お
り
て
開
始
さ
れ
た
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地

の
建
設
に
見
ら
れ
る（（2
（

。
こ
れ
は
、
囚
人
の
労
働
力
に
頼
ら
な
い
こ
と
を
前

提
と
し
た
最
初
の
植
民
事
業
で
あ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
こ
れ
を
植
民
地
と
す
る

こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
政
策
を
転
換
し
、
植
民
地
化
す
る
こ
と
を
、
政
府

が
決
定
し
た
、
大
き
な
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

ホ
ブ
ソ
ン
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
彼
は
大
き
な
注
目
を
集
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
代
、
欧
州
列
強
は
、
他
国
を
侵
略
す
る
方
法
と
し
て
三
つ
の
法

的
手
段
を
有
し
て
い
た
。
第
一
に
征
服
で
あ
り
、
英
国
で
あ
れ
ば
、
イ
ン



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

一
九
九

箇
条
か
ら
な
る
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
条
約
の
正
文
は
、
英
語
版
と
マ
オ
リ
語
版
の
二
つ
が
あ
る
。
英
語

版
を
紹
介
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴　

T
he Chiefs of the Confederation of the U

nited T
ribes 

of N
ew

 Zealand and the separate and independent Chiefs 
w

ho have not becom
e m

em
bers of the C

onfederation 
cede to H

er M
ajesty the Q

ueen of England absolutely and 
w

ithout reservation all the rights and pow
ers of Sover-

eignty w
hich the said Confederation or Individual Chiefs 

respectively exercise or possess, or m
ay be supposed to 

exercise or to possess over their respective T
erritories 

as the sole sovereigns thereof.

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
部
族
連
合
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
首
長
、

及
び
そ
れ
の
構
成
員
に
な
っ
て
い
な
い
別
個
独
立
の
首
長
は
、
英
国

女
王
陛
下
に
、
絶
対
的
か
つ
無
条
件
に
、
上
記
部
族
連
合
な
い
し
独

立
首
長
が
保
有
し
て
い
る
か
、
な
い
し
は
そ
の
唯
一
の
主
権
者
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
領
土
上
で
行
使
し
、
保
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

す
べ
て
の
主
権
に
伴
う
権
利
・
権
力
を
、
譲
渡
す
る
。）

⑵　
H

er M
ajesty the Q

ueen of E
ngland confirm

s and 
guarantees to the Chiefs and T

ribes of N
ew

 Zealand and 
to the respective fam

ilies and individuals thereof the full 

令
自
体
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
計
画
の
明
白
な
影
響
で
あ
る
。

　

一
九
三
九
年
八
月
に
プ
リ
マ
ス
を
出
発
し
た
ホ
ブ
ソ
ン
は
、
シ
ド
ニ
ー

に
一
二
月
に
到
着
し
、
上
司
で
あ
る
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
総
督
ギ
ッ
プ
ス

（George Gipps
）
と
協
議
し
た
結
果
、
ギ
ッ
プ
ス
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
お
い
て
、
以
後
、
マ
オ
リ
と
英
国
人
の
私
的
売
買
を
禁
じ
る
布
告
を

発
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
前
の
土
地
売
買
に
つ
い
て
も
、
政
府
調
査
官

が
調
査
す
る
ま
で
効
力
を
発
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
こ
の
布
告
は
、
こ
れ

以
前
に
な
さ
れ
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
に
よ
る
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
及

び
ネ
ル
ソ
ン
の
土
地
買
収
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

ホ
ブ
ソ
ン
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
コ
ロ
ラ
レ
カ
に
到
着
し
た
の
は

一
八
四
〇
年
一
月
二
九
日
で
、
翌
一
月
三
〇
日
に
、
英
国
教
会
伝
道
協
会

（CM
S

）
の
教
会
で
、
布
告
を
読
み
上
げ
た
。
そ
れ
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
が

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
副
総
督
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
布
告
の

日
以
降
に
お
け
る
英
国
人
の
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
土
地
売
買

は
、
無
効
と
な
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た（（2
（

。
し
か
し
、

そ
の
際
、
公
使
の
辞
令
は
敢
え
て
読
み
上
げ
て
お
ら
ず
、
以
後
、
彼
は
、

も
っ
ぱ
ら
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
副
総
督
と
し
て
の
資
格
で
行
動
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

ホ
ブ
ソ
ン
は
、
バ
ズ
ビ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
近
隣
の
マ
オ
リ
首
長
に
、

再
び
ワ
イ
タ
ン
ギ
に
集
ま
る
よ
う
招
待
状
を
送
る
と
共
に
、
バ
ズ
ビ
ー
と

条
約
の
内
容
を
詰
め
る
作
業
を
行
っ
た
。
彼
ら
が
決
定
し
た
条
約
は
、
三



二
〇
〇

England extends to the N
atives of N

ew
 Zealand H

er royal 
protection and im

parts to them
 all the Rights and Privi-

leges of British Subjects.

（
英
国
女
王
陛
下
の
思
し
召
し
に
よ
り
、
こ
こ
に
、
英
国
臣
民
と
し

て
の
す
べ
て
の
権
利
と
特
権
の
保
護
を
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
先
住

民
に
及
ぼ
す
も
の
と
す
る
。）

　

こ
れ
を
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
、
第
一
条
は
全
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
主

権
を
英
国
王
に
譲
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
第
二
条
は
マ
オ
リ
の
土
地
所

有
権
は
保
障
さ
れ
る
が
、
そ
の
土
地
の
売
却
は
、
全
て
英
国
政
府
へ
の
み

認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
第
三
条
は
マ
オ
リ
に
対
し
て
は
英
国

臣
民
と
し
て
の
権
利
を
認
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
条
に
は
、

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
の
活
動
を
抑
え
よ
う

と
い
う
意
図
が
明
確
に
現
れ
て
い
る
。

　

集
会
は
、
一
九
四
〇
年
二
月
五
日
の
正
午
か
ら
、
バ
ズ
ビ
ー
の
自
宅
前

の
広
場
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｍ
Ｓ
宣
教
師
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
通
訳
を
務

め
た
。

　

マ
オ
リ
側
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
に
、
帰
れ
、
と
言
う
者
が
あ
る
な
ど
、
当
初

は
、
条
約
締
結
に
否
定
的
な
者
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
ン
ガ
・
プ
ヒ

（N
ga puhi

）
族
の
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
（H

one H

（
（2
（

eke

）
な
ど
、
有
力
な
首
長
が
、

占
拠
を
狙
う
フ
ラ
ン
ス
人
や
無
法
な
欧
州
人
か
ら
の
保
護
を
英
国
に
望
ん

で
、
他
を
説
得
し
た（（2
（

。
ホ
ブ
ソ
ン
は
、
一
晩
の
考
慮
時
間
を
お
い
て
、
翌

exclusive and undisturbed possession of their Lands and 
E

states F
orests F

isheries and other properties w
hich 

they m
ay collectively or individually possess so long as it 

is their w
ish and desire to retain the sam

e in their pos-
session; but the Chiefs of the U

nited T
ribes and the indi-

vidual Chiefs yield to H
er M

ajesty the exclusive right of 
Preem

ption over such lands as the proprietors thereof 
m

ay be disposed to alienate at such prices as m
ay be 

agreed upon betw
een the respective Proprietors and per-

sons appointed by H
er M

ajesty to treat w
ith them

 in that 
behalf.

（
英
国
女
王
陛
下
は
、
首
長
並
び
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
部
族
連
合

及
び
そ
の
家
族
な
い
し
個
人
に
対
し
、
彼
ら
の
国
土
、
土
地
、
森
林
、

漁
業
そ
の
他
、
彼
ら
が
総
有
的
に
、
若
し
く
は
個
別
的
に
所
有
し
て

い
る
資
産
の
完
全
か
つ
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
所
有
権
を
、
そ
の

欲
し
、
希
望
す
る
限
り
に
お
い
て
有
す
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
確
認
し
、

保
障
す
る
。
但
し
、
部
族
連
合
の
首
長
及
び
独
立
の
首
長
は
、
そ
れ

ら
の
資
産
の
個
々
の
保
有
者
と
、
陛
下
に
依
り
、
そ
の
代
理
と
し
て

任
命
さ
れ
た
者
と
の
間
の
協
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
価
格

で
、
絶
対
的
な
優
先
買
い
取
り
権
を
陛
下
に
与
え
る
も
の
と
す
る
。）

⑶　

In consideration thereof H
er M

ajesty the Q
ueen of 



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
〇
一

条
で
イ
ギ
リ
ス
国
王
に
譲
渡
さ
れ
た
権
限
は
、
マ
オ
リ
語
版
第
二
条

に
よ
っ
て
、
マ
オ
リ
人
に
保
障
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た

め
マ
オ
リ
人
は
、
マ
オ
リ
人
の
伝
統
的
な
権
限
は
保
障
さ
れ
て
い
る

と
理
解
し
た（（3
（

。」

　

こ
の
た
め
、
本
稿
第
三
節
第
三
項
に
後
述
す
る
と
お
り
、
一
八
六
〇
年

以
降
、
長
き
に
わ
た
っ
て
続
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
戦
争
（N

ew
 

Zealand w
ar

）
と
呼
ば
れ
る
、
マ
オ
リ
に
よ
る
激
し
い
抵
抗
が
起
き
る
。

こ
れ
を
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
政
府
は
、
条
約
に
よ
り
英
国
臣
民

と
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
反
乱
と
捉
え
、
武
力
で
鎮
圧
し
た
。

　

そ
の
後
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
欧
州
人
側
は
、
条
約
の
誠
実
な
遵

守
を
行
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
法
的
に
無
価
値
で
あ
る

と
し
て
い
た（（3
（

。

（
三
）　
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
法

　

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
マ
オ
リ
語
版
の
誠
実
な
遵
守
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
お
い
て
国
家
の
方
針
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
五
年
以
降
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
年
に
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
法
（T

reaty of W
aitangi 

A
ct 1975

）
が
制
定
さ
れ
た（（3
（

。
同
法
前
文
は
言
う
。

「
一
八
四
〇
年
二
月
六
日
、
条
約
が
ワ
イ
タ
ン
ギ
に
お
い
て
、
当
時

の
英
国
女
王
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
オ
リ
の
人
々

と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
。

日
署
名
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
場
で
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
を
筆
頭
に
四

五
名
の
首
長
か
ら
の
署
名
が
、
こ
の
日
に
得
ら
れ
た（（2
（

。

　

一
週
間
後
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
さ
ら
に
他
の
地
域
で
の
集
会
に
出
席
し
た
。

そ
こ
で
も
、
最
初
は
、
反
対
の
声
が
強
か
っ
た
が
、
ホ
ブ
ソ
ン
が
、
署
名

し
な
け
れ
ば
、
無
法
な
欧
州
人
に
よ
っ
て
、
土
地
が
奪
わ
れ
る
で
あ
ろ
う

と
警
告
す
る
と
、
さ
ら
に
五
六
名
の
首
長
が
署
名
し
た
。
そ
の
後
も
、
条

約
の
写
し
は
、
南
北
両
島
の
諸
部
族
の
間
を
め
ぐ
り
続
け
て
お
り
、
六
月

ま
で
に
五
一
二
名
の
首
長
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

し
か
し
、
後
に
ホ
ブ
ソ
ン
が
作
成
し
た
条
約
の
英
語
版
の
文
言
と
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
の
作
成
し
た
マ
オ
リ
語
版
の
文
言
と
の
間
に
は
か
な
り
の
齟
齬

が
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た（（2
（

。

「
こ
れ
は
、
主
と
し
て
、
条
約
の
英
語
版
と
マ
オ
リ
語
版
に
二
点
の

相
違
が
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
第
一
に
、
英
語
版
第
一
条
に

は
、
主
権
（Sovereignty

）
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

マ
オ
リ
語
版
で
こ
れ
に
当
る
言
葉
は
、kaw

anatanga 
で
あ
り
、

統
治
す
る
者
（governorship

）
の
意
味
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
第

二
条
の
「
土
地
、
不
動
産
、
森
林
、
水
産
及
び
そ
の
他
の
財
産
の
排

他
的
か
つ
平
穏
な
完
全
所
有
」
は
、
マ
オ
リ
語
版
で
は
、 

“…te tino 
rangatiratanga

” 

で
、
土
地
、
村
及
び
す
べ
て
の
宝
物
に
対
す
る

完
全
な
権
限
（full authority

）
又
は
保
護
者
と
し
て
の
権
限

（guardianship

）
の
意
味
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
英
語
版
第
一



二
〇
二

漁
業
権
、
公
用
語
と
し
て
マ
オ
リ
語
を
使
用
す
る
権
利
、
そ
れ
ら
へ

の
補
償
金
な
ど
、
巨
額
の
金
銭
と
資
産
が
先
住
民
マ
オ
リ
に
返
還
さ

れ
、
マ
オ
リ
文
化
と
言
語
を
公
的
な
も
の
と
認
知
し
、
奨
励
す
る
政

策
が
と
ら
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
末
ま
で
に
政
府
か
ら
マ

オ
リ
諸
部
族
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
補
償
金
総
額
は
、
七
億
四
三
〇

〇
万
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
ル
に
上
る（（3
（

。」

　

し
か
し
、
同
法
に
対
し
て
も
、
そ
の
マ
オ
リ
に
対
す
る
保
護
は
不
徹
底

だ
と
し
て
、
不
満
が
強
く
、
そ
の
後
も
、
一
九
八
五
年
改
正
、
一
九
八
八

年
改
正
、
一
九
八
八
年
第
二
改
正
、
一
九
九
三
年
改
正
、
二
〇
〇
六
年
改

正
と
、
大
改
正
だ
け
で
も
五
回
を
数
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

二　

特
許
状
（letters patent

）

　
　
　
　
　
　
　

＝
一
八
四
〇
年
憲
章

（
一
）　
初
代
総
督
ホ
ブ
ソ
ン
の
活
動

　

ホ
ブ
ソ
ン
は
、
一
八
四
〇
年
五
月
二
一
日
、
二
つ
の
布
告
（proclam

a-
tion

）
を
発
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
島
が
英
国
領
に
な
っ
た
と
宣
言

し
た
。
ホ
ブ
ソ
ン
の
発
し
た
二
つ
の
布
告
の
一
つ
は
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約

に
基
づ
く
割
譲
に
よ
り
、
条
約
の
最
初
に
締
結
し
た
日
付
に
お
け
る
北
島

に
対
す
る
主
権
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
ク
ッ
ク
の
発

見
及
び
領
土
主
権
の
主
張
に
基
づ
き
、
南
島
及
び
そ
の
南
方
洋
上
に
あ
る

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
島
（Stew

art Island

）
に
対
す
る
主
権
を
宣
言
す
る
も

　

そ
し
て
、
条
約
の
英
語
版
と
マ
オ
リ
語
版
で
は
、
内
容
が
異
な
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
審
判
所
を
設
け
、
条
約
に
関
す
る
原
則
の
適
用
に
あ
た

り
、
生
じ
た
異
議
に
関
し
勧
告
を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
目
的
の
た

め
、
そ
の
意
味
と
効
果
を
決
定
し
、
特
定
事
項
が
そ
れ
ら
原
則
と
矛

盾
し
て
い
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」

　

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
（W

aitangi T
ribunal

）

が
創
立
さ
れ
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
で
認
め
ら
れ
た
権
利
に
つ
い
て
、
審
判

が
開
始
さ
れ
た
。

　

ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
の
活
動
は
、
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

「
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
言
っ
て
先
住
民
マ
オ
リ
に
属
す

る
と
自
分
で
信
じ
る
者
（
血
統
の
純
粋
性
は
問
わ
れ
な
い
）
な
ら
ば

だ
れ
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
植
民
者
た
ち
が
や
っ
て
き
て
以
来
、
自

分
た
ち
が
こ
う
む
っ
て
き
た
と
思
う
不
正
義
と
不
利
益　
　

大
地
と

そ
の
上
に
あ
る
天
然
資
源
を
利
用
す
る
権
利
、
さ
ら
に
社
会
的
・
文

化
的
な
権
利
の
喪
失　
　

に
つ
い
て
、
こ
の
審
判
所
に
訴
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
は
、
裁
判
所
で
は
な
い
の
で
、
判

決
は
出
さ
な
い
。
⑴
専
門
家
を
動
員
し
た
数
年
間
に
わ
た
る
調
査
や

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
末
、
詳
細
な
報
告
書
と
と
も
に
政
府
に
対
す
る

勧
告
を
出
す
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
、

お
お
む
ね
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
の
勧
告
を
尊
重
し
て
き
た
。
土
地
、



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
〇
三

る
こ
と
か
ら
、
一
八
四
一
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
独
立
の
植
民
地
と

し
て
正
式
に
発
足
す
る
に
際
し
、
こ
こ
を
首
都
と
宣
言
し
、
彼
の
後
援
者

の
名
を
取
っ
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
と
名
付
け
た
。

　

勅
許
状
は
、
通
常
一
八
四
〇
年
憲
章
（Charter of N

ew
 Zealand 

1840

）
と
よ
ば
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
に
お
け
る
最
初
の
憲

法
と
し
て
機
能
し
た
。
一
八
四
〇
年
憲
章
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
を
昇
格
さ
せ
て

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
総
督
と
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
最
初
の
政

府
機
構
と
し
て
、
立
法
評
議
会
（Legislative Council

）
と
行
政
評
議

会
（Executive Council

）
を
設
立
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。

　

立
法
評
議
会
は
、
総
督
、
植
民
地
長
官（（3
（

、
植
民
地
財
務
官
（Colonial 

T
reasurer

）
及
び
総
督
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
三
名
の
治
安
判
事
（justice 

of the peace

）
で
構
成
さ
れ
た
。
立
法
評
議
会
は
、
規
則
（O

rdinance

）

を
定
め
、
そ
の
他
法
整
備
を
担
当
し
た
。
こ
の
立
法
評
議
会
は
、
一
八
五

二
年
憲
章
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
議
会
制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
、

そ
の
上
院
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（（3
（

。

　

行
政
評
議
会
は
、
総
督
の
補
佐
・
助
言
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
、
政
府

職
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
も
存

在
し
て
お
り
、
全
閣
僚
が
こ
れ
に
属
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る（（3
（

。

　

ま
た
、
一
八
四
〇
年
憲
章
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
構
成
す
る
三
つ

の
主
要
な
島
、
す
な
わ
ち
北
島
を
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
（N

ew
 U

lster

）、

南
島
を
ニ
ュ
ー
マ
ン
ス
タ
ー
（N

ew
 M

unster

）、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
島
を

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
の
布
告
は
、
こ
の
時
点
で
は
南
島
に
は
マ

オ
リ
族
は
居
住
し
て
お
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
同
様
に
、
無
主
の
土
地

だ
と
い
う
認
定
を
下
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
オ
ナ
ウ
ェ
虐
殺
事
件
と
い

う
事
例
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
無
理
な
布
告
を
ホ
ブ
ソ

ン
が
発
し
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
の
移
民
団
が
、
こ
の
年
二

月
に
は
既
に
今
日
の
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
近
辺
に
到
着
済
み
で
あ
る
と
告
知
さ

れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
押
さ
え
る
た
め
の
法
的
体
裁
を
整
え
る
必
要
が

あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
一
部
で
あ
り
、
ホ
ブ
ソ
ン
は

あ
く
ま
で
も
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
の
副
総
督
と
し
て
の
資

格
に
お
い
て
、
こ
の
布
告
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
英
国
政
府
は
、
ホ

ブ
ソ
ン
の
布
告
を
受
け
て
、
一
八
四
〇
年
一
一
月
一
六
日
付
け
で
勅
許
状

（letters p

（
（3
（

atent

）
を
発
し
、
翌
一
八
四
一
年
七
月
一
日
付
け
で
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
分
離
し
、
独
立
の
植
民
地
と
な
っ
た
事
を
宣
言

し
た（（3
（

。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
は
、
新
植
民
地
の
首
都
を
、
彼
ら
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
拠
点
で
あ
る
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
と
す
る
こ
と
を
望
ん

だ
。
し
か
し
、
ホ
ブ
ソ
ン
は
、
ン
ガ
チ
・
ワ
ト
ゥ
ア
（N

gati W
hatua

）

族
か
ら
友
好
の
印
と
し
て
贈
与
さ
れ
た
ワ
イ
テ
マ
タ
（W

aitem
ata

）
が

臨
ん
で
い
る
湾
が
、
艦
隊
で
も
そ
っ
く
り
停
泊
出
来
る
天
然
の
良
港
で
あ



二
〇
四

人
物
で
あ
る
。
海
軍
士
官
を
辞
し
た
後
、
短
期
間
、
国
会
議
員
を
務
め
た
。

ホ
ブ
ソ
ン
の
急
死
に
あ
た
り
、
英
国
教
会
が
彼
を
推
薦
し
、
一
八
四
三
年

四
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
総
督
と
し
て
発
令
さ
れ
、
同
年
一
二
月
二
三

日
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
到
着
し
た（（4
（

。
ホ
ブ
ソ
ン
の
急
死
後
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ

イ
の
到
着
ま
で
の
一
年
半
近
い
総
督
不
在
の
間
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

情
勢
は
悪
化
し
て
い
た
。
第
一
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
と
マ
オ
リ

の
対
立
が
激
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植

民
地
政
府
の
財
政
は
破
綻
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
と
マ
オ
リ
の
対
立

と
い
う
厳
し
い
状
況
の
解
決
に
、
自
分
の
能
力
だ
け
を
頼
り
に
挑
ま
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
に
、
英
国
政
府
は
、
資
金

も
、
そ
し
て
軍
艦
も
提
供
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（（4
（

。
そ
れ
に
対
し
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
に
よ
る
入
植
者
は
、
そ
の
時
点
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
お
け
る
欧
州
人
人
口
の
大
部
分
を
占
め
、
植
民
に
関
し
て
組
織

的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
有
し
て
い
る
上
に
、
現
地
に
お
い
て
最
も
影
響

力
の
あ
る
新
聞
と
、
ロ
ン
ド
ン
政
界
の
強
力
な
友
人
を
持
っ
て
い
た
。

　

彼
が
解
決
す
る
べ
き
第
一
の
問
題
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
が
死
亡
し
、
総
督
権

力
が
不
在
の
間
に
発
生
し
た
ワ
イ
ラ
ウ
事
件
（W

airau affray

）
で
あ
っ
た（（4
（

。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
は
、
南
島
北
部
の
ネ
ル
ソ
ン
に
、
一
八
三
九
年

に
マ
オ
リ
か
ら
合
計
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
購
入
し
、
一
八
四
一
年

一
〇
月
か
ら
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
入

ニ
ュ
ー
レ
ン
ス
タ
ー（N

ew
 Leinster

）
と
い
う
名
の
地
方
（Province

）

と
し
た（（3
（

。

　

以
後
、
し
ば
ら
く
の
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条

約
を
遵
守
し
、
マ
オ
リ
を
守
ろ
う
と
す
る
総
督
と
、
マ
オ
リ
を
弾
圧
し
、

入
植
者
に
土
地
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
の
間
の

争
い
と
い
う
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
は
、

次
々
と
ロ
ン
ド
ン
で
土
地
を
売
り
出
し
て
は
、
新
し
い
植
民
者
を
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
送
り
込
ん
だ
。
そ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
の
植

民
者
か
ら
見
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
で
多
額
の
代
金
を
支
払
っ
た
上
で
移
民
し

て
き
て
い
る
の
に
、
彼
ら
の
も
の
と
な
る
べ
き
土
地
は
、
依
然
と
し
て
マ

オ
リ
が
占
拠
し
て
お
り
、
総
督
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
の
手
も
打
っ
て
く

れ
な
い
と
い
う
不
満
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
督
と
し
て
は
、

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
か
ら
、
マ
オ
リ
に
土
地
を
売
る
よ
う
、
強
制
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
軋
轢
に
さ
い
な
ま
れ
た
ホ
ブ
ソ
ン
は
、
一
八
四
二
年
九
月
一

〇
日
、
脳
卒
中
に
よ
り
現
職
の
ま
ま
死
亡
す
る
。
五
〇
歳
で
あ
っ
た
。

（
二
）　
第
二
代
総
督
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
の
苦
闘

　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
（Robert FitzRoy

）
は
、
ビ
ー
グ
ル
号
（Beagle

）

の
第
二
次
探
検
（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
ビ
ー
グ
ル
号
航
海
記
』
で
有
名
）
に

お
け
る
艦
長
と
し
て
、
あ
る
い
は
英
国
気
象
学
の
確
立
者
と
し
て
著
名
な
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ュ
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二
〇
五

植
を
開
始
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
地
域
に
は
平
地
が
乏
し
く
、
入
植

者
す
べ
て
に
行
き
渡
る
ほ
ど
に
は
適
地
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
八
四

三
年
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ネ
ル
ソ
ン
に
隣
接
す
る

ワ
イ
ラ
ウ
平
原
に
測
量
隊
を
派
遣
し
た
。
ン
ガ
チ
・
ト
ア
の
首
長
で
あ
る

テ
・
ラ
ウ
パ
ラ
ハ
（T

e Rauparaha

）
と
ラ
ン
ギ
・
ハ
エ
ア
タ
（Ran-

gi-haeata

）
は
、
直
ち
に
そ
こ
は
売
却
し
て
い
な
い
と
抗
議
し
た
。
数
ヶ

月
に
及
ぶ
実
り
な
い
交
渉
の
末
、
テ
・
ラ
ウ
パ
ラ
ハ
等
は
、
測
量
隊
を
強

制
的
に
立
ち
退
か
せ
、
彼
ら
の
野
営
地
を
焼
き
払
っ
た
。
焼
い
た
理
由
と

し
て
、
テ
・
ラ
ウ
パ
ラ
ハ
は
、
そ
れ
は
彼
の
土
地
に
生
え
て
い
た
木
で
作

ら
れ
て
い
た
か
ら
、
彼
に
処
分
の
自
由
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、

ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ネ
ル
ソ
ン
植
民
地
の
民
兵
を
送
っ

て
テ
・
ラ
ウ
パ
ラ
ハ
を
逮
捕
し
よ
う
と
し
た
。
六
月
一
七
日
に
両
者
は
激

突
し
、
欧
州
人
側
で
は
ア
ー
サ
ー
自
身
を
含
む
二
二
人
、
マ
オ
リ
側
で
は

四
人
が
殺
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
は
、
こ
の
二
二
人
の
欧
州

人
の
死
に
対
す
る
復
讐
を
期
待
し
て
、
新
知
事
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
裁
判
所
は
、
ア
ー
サ
ー
側
が
先
に
発
砲
し
て
ラ
ン
ギ
・
ハ
エ

ア
タ
の
妻
を
殺
し
て
い
た
な
ど
の
事
情
か
ら
、
ワ
イ
ラ
ウ
事
件
は
植
民
者

側
の
著
し
い
挑
発
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
マ

オ
リ
を
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
判
決
し
て
お
り
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ

イ
は
、
総
督
と
し
て
こ
れ
を
裁
可
し
た
。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
到
着
時
の
布
告

に
よ
り
、
そ
れ
以
前
の
売
買
で
あ
っ
て
も
、
政
府
調
査
官
に
よ
る
認
定
を

待
た
な
け
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
は
、
行
動
で
き
な
い
は
ず
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
（W

illiam
 

Spain

）
土
地
問
題
調
査
官
（Land Claim

s Com
m

issioner

）
の
調
査

に
依
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
が
購
入
し
た
と
主
張
し
た
土
地
の

う
ち
、
有
効
に
購
入
し
た
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、
マ
ナ
ワ
ツ
（M

anaw
atu

）

と
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
の
二
箇
所
の
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
が
購
入
し
た
と
主
張
し
た
マ
オ
リ
の
土
地
は
不

法
占
拠
で
あ
る
が
、
既
に
到
着
し
、
入
植
し
て
い
る
善
意
の
第
三
者
た
る

植
民
者
を
立
ち
退
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
に
対
し
、
所
有
者
た
る
マ
オ
リ
に
、
土
地
代
価

相
当
の
補
償
を
行
う
よ
う
要
求
す
る
と
い
う
、
多
分
に
玉
虫
色
の
解
決
を

行
お
う
と
し
た
。

　

彼
の
、
マ
オ
リ
人
に
は
法
的
権
利
が
あ
る
と
い
う
判
断（（4
（

は
、
植
民
地
事

務
局
の
賛
同
は
得
ら
れ
た
が
、
そ
の
か
わ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社

関
係
者
や
そ
の
植
民
者
か
ら
は
恒
久
的
な
敵
意
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

会
社
は
、
直
ち
に
彼
の
更
迭
を
目
指
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
対
す
る
働
き
か

け
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
彼
の
総
督
在
任
期
間
は
大
変
短
い
も
の
と

な
っ
た
。

　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
の
直
面
し
た
政
府
の
財
政
問
題
は
、
深
刻
な
も
の
で
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期
に
総
督
の
権
威
に
反
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、
は
っ
き
り
し
な

い
。
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
ら
れ
る
原
因
を
挙
げ
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
ワ
イ
ラ
ウ
事
件
の
影
響
を
、
最
も
重
要
と
し
て
い
る
。
こ

の
、
植
民
者
が
武
力
に
よ
り
マ
オ
リ
の
土
地
を
奪
お
う
と
し
た
と
い
う
事

件
が
、
全
マ
オ
リ
を
震
撼
さ
せ
、
以
前
か
ら
あ
る
猜
疑
心
を
呼
び
起
こ
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
マ
オ
リ
は
、
植
民
者
の
こ
と
を
、
宣

教
師
の
活
動
も
あ
っ
て
、
平
和
的
な
人
間
で
、
交
易
目
的
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
ワ
イ
ラ
ウ
事
件
が
そ
れ
を
一
変
さ
せ
た
と
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ

は
判
断
し
て
い
る（（4
（

。

　

ホ
ネ
・
ヘ
ケ
は
、
ラ
ッ
セ
ル
（
以
前
の
コ
ロ
ラ
レ
カ
）
に
あ
っ
た
英
国

旗
を
掲
揚
し
て
い
る
旗
竿
を
、
英
国
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
一
八
四

四
年
七
月
に
最
初
に
切
り
倒
し
た（（4
（

。
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
北
部
に
急
行
し
、

同
地
方
の
首
長
達
と
話
し
合
い
を
行
い
、
互
い
に
平
和
を
維
持
す
る
こ
と

で
話
が
決
ま
っ
た
。
貿
易
は
再
開
さ
れ
、
旗
竿
は
元
通
り
立
て
ら
れ
た
が
、

こ
れ
を
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
は
、
一
八
四
五
年
一
月
中
に
二
度
に
渡
っ
て
切
り
倒

し
た
。
そ
こ
で
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
の
身
柄
を
拘
束
し
た

者
に
対
し
、
一
〇
〇
ポ
ン
ド
の
賞
金
を
支
払
う
と
布
告
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
は
、
総
督
の
身
柄
を
拘
束
し
た
者
に
、
同
額
を
支
払
う

と
や
り
返
し
た
。

　

一
八
四
五
年
二
月
に
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
軍
を
派
遣
し
、
か
つ
旗
竿
を

容
易
に
切
り
倒
せ
な
い
よ
う
、
鉄
で
保
護
し
た
。
し
か
し
、
三
月
一
一
日

あ
っ
た（（4
（

。
植
民
地
政
府
の
歳
入
の
多
く
を
占
め
る
関
税
収
入
は
、
最
大
の

貿
易
相
手
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
景
気
後
退
に
見
舞
わ
れ
て
い
た

た
め
、
大
幅
に
減
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
日
々
の
行
政
に
必
要
な
資
金

さ
え
も
事
欠
く
状
況
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
マ
オ
リ
か
ら
土
地
を
購

入
す
る
資
金
が
あ
る
わ
け
は
な
か
っ
た
。

　

ホ
ブ
ソ
ン
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
と
同
様
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
も
、
マ
オ

リ
か
ら
購
入
し
た
土
地
を
、
欧
州
人
入
植
者
に
売
っ
て
得
た
利
益
で
公
共

事
業
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
ホ
ブ
ソ
ン
の
場
合
に
は
、
土
地
購
入

資
金
を
得
る
手
段
と
し
て
約
束
手
形
を
発
行
し
て
い
た
が
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ

イ
の
時
代
に
、
そ
の
償
還
期
限
が
や
っ
て
来
て
い
た
の
で
、
問
題
は
ホ
ブ

ソ
ン
時
代
よ
り
も
深
刻
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
や
む
を

得
ず
、
一
八
四
四
年
四
月
に
、
総
額
三
万
七
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
公
債
を
発

行
し
た
。

　

そ
の
事
の
効
果
は
す
ぐ
に
現
れ
た
。
一
八
四
四
年
の
年
頭
に
は
停
滞
し

て
い
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
周
辺
の
経
済
活
動
は
急
速
に
改
善
し
、
輸
出
取
引

が
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
政
府
の
財
政

を
改
善
す
る
た
め
、
関
税
を
上
げ
る
と
共
に
、
資
産
税
を
導
入
し
た（（4
（

。

　

一
八
四
四
年
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
後
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
戦
争
の

前
哨
戦
と
言
う
べ
き
ン
ガ
・
プ
ヒ
族
の
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
（H

one H
eke

）
等

と
の
闘
争
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
締
結
に
当
た
っ

て
の
マ
オ
リ
側
の
積
極
的
な
推
進
者
で
あ
っ
た
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
が
、
こ
の
時
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こ
の
北
部
の
紛
争
に
加
え
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
で
も
、
平
和
が
失
わ
れ
て

い
た
。
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
の
裁
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

会
社
は
ワ
イ
ラ
ウ
で
の
侵
略
行
動
を
止
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
テ
・
ラ

ウ
パ
ラ
ハ
等
と
の
戦
い
が
再
燃
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
ッ

ツ
ロ
イ
は
、
彼
の
限
ら
れ
た
軍
事
力
を
、
こ
の
地
域
の
マ
オ
リ
に
対
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
許
可
し
な
い
と
決
定
し
た
。

　

実
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
こ
れ
よ
り
遙
か
前
、
一
八
四
五
年
四
月
三

〇
日
付
け
で
、
総
督
か
ら
既
に
解
任
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
彼
は

一
〇
月
一
日
に
正
式
に
受
け
取
る
こ
と
に
な
る（（5
（

。
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
の
解
任

理
由
は
、
指
示
に
反
し
て
公
債
を
発
行
し
た
こ
と
及
び
民
兵
を
適
時
に
動

員
し
て
い
な
い
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
の
ロ
ン
ド

ン
に
お
け
る
裏
工
作
が
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）　
第
三
代
総
督
グ
レ
イ
の
努
力

　

グ
レ
イ
（Sir George Grey

）
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
総
督
に
発

令
さ
れ
た
時
点
で
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
総
督
で
あ
っ
た
。
そ
の
地

理
的
近
さ
の
お
か
げ
で
、
一
八
四
五
年
一
一
月
一
四
日
に
は
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
が
罷
免
さ
れ
た
こ
と
は

公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
は
そ
の
ま
ま
執
務
を
続
け
て
い
た
か
ら
、
フ
ィ
ッ

ツ
ロ
イ
着
任
時
の
場
合
の
よ
う
な
、
長
期
に
わ
た
る
総
督
不
在
と
い
う
混

乱
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た（（5
（

。

に
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
は
、
こ
の
軍
を
武
力
で
追
い
払
っ
た
上
で
こ
の
旗
竿
も

切
り
倒
し
、
ラ
ッ
セ
ル
の
町
を
焼
き
払
っ
た
。
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
の
、
ラ
ッ
セ

ル
攻
撃
は
決
し
て
激
情
に
駆
ら
れ
て
の
野
蛮
な
も
の
で
は
無
か
っ
た
。
ホ

ネ
・
ヘ
ケ
は
、
欧
州
人
に
対
し
、
宝
石
・
書
類
そ
の
他
、
本
人
が
希
望
す

る
貴
重
品
を
持
っ
て
ボ
ー
ト
に
乗
る
の
を
認
め
、
ま
た
、
教
会
そ
の
他
の

公
共
施
設
へ
の
焼
き
討
ち
は
行
わ
な
か
っ
た（（4
（

。

　

本
拠
地
に
撤
退
し
た
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
に
対
し
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
か
ら
持
て
る
限
り
の
軍
を
送
っ
て
攻
撃
し
た
が
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ

は
、
英
国
軍
に
多
大
の
損
害
を
与
え
て
こ
れ
を
撃
退
し
た
。
以
後
、
英
国

軍
と
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
軍
の
軍
事
衝
突
は
一
八
ヶ
月
に
渡
り
、
続
く
こ
と
に
な

る
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
軍
事
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
四
四
年
九
月
、

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
欧
州
人
を
武
装
さ
せ
、
軍
事
訓
練
を
す
る
こ
と
は
せ

ず
、
植
民
者
の
防
衛
行
為
は
、
町
の
防
衛
に
限
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
理

由
は
表
面
的
に
は
、
最
も
友
好
的
な
マ
オ
リ
人
で
さ
え
も
猜
疑
心
を
持
た

せ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
と
し
た
。
し
か
し
、
実
の
と
こ
ろ
、
そ
の
最
大

の
理
由
は
、
民
兵
を
動
員
す
る
た
め
の
費
用
負
担
に
、
植
民
地
財
政
が
耐

え
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
っ
た（（4
（

。

　

他
方
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
と
の
対
立
を
緩

和
す
る
た
め
に
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
布
告
を
取
り
消
し
、
私
人
が
マ
オ
リ
か
ら

土
地
を
購
入
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
し
た（（5
（

。
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一
八
四
六
年
に
友
人
に
書
い
た
手
紙
の
中
で
、
マ
オ
リ
は
「
多
く
の
点
で

高
貴
な
種
族
で
あ
り
、
傑
出
し
た
戦
士
で
あ
り
、
非
常
に
感
情
豊
か
で
あ

り
、
毀
誉
褒
貶
に
敏
感
で
あ
り
、
誇
り
高
い
が
、
導
き
や
す
い
。〈
中
略
〉

彼
ら
は
私
が
あ
た
か
も
高
位
の
首
長
で
あ
る
か
の
よ
う
な
献
身
を
示
す
。」

と
述
べ
て
い
る（（5
（

。

　

そ
こ
で
機
を
逃
さ
ず
、
豊
富
に
与
え
ら
れ
た
軍
事
力
に
加
え
、
グ
レ
イ

の
説
得
に
よ
り
そ
の
味
方
と
な
っ
た
マ
オ
リ
も
加
え
た
圧
倒
的
兵
力
で
ホ

ネ
・
ヘ
ケ
の
本
拠
地
を
攻
撃
し
、
こ
れ
の
撃
破
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、

無
理
押
し
は
せ
ず
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
が
和
平
を
申
し
出
、
自
ら
の
意
思
で
そ

の
支
配
地
域
を
提
供
す
る
と
、
そ
れ
を
受
諾
し
た（（5
（

。
テ
・
ラ
ウ
パ
ラ
ハ
に

つ
い
て
は
、
奇
襲
に
よ
り
彼
を
逮
捕
し
投
獄
す
る
の
に
成
功
し
た
。
し
か

し
、
や
は
り
無
理
押
し
は
せ
ず
、
彼
に
つ
い
て
も
後
に
釈
放
し
て
い
る（（5
（

。

　

ま
た
、
豊
富
に
与
え
ら
れ
た
資
金
に
よ
り
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
の
解
任
理

由
と
な
っ
た
公
債
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
元
利
を
償
還
し
て
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
た（（5
（

。

　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
が
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
に
規
定
す
る
マ
オ
リ
の
土
地
の

購
入
を
、
政
府
が
独
占
す
る
と
い
う
制
度
を
廃
止
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
マ
オ
リ
の
土
地
は
九
万
エ
ー
カ
ー
も
欧
州
人
に
よ
り

侵
害
さ
れ
て
い
た
。
グ
レ
イ
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
首
相
の
了
解
を
取
っ

た
上
で
、
購
入
独
占
制
を
復
活
し
た（（5
（

。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
形
で
市
場
が

形
成
さ
れ
た
た
め
、
市
場
価
格
よ
り
若
干
高
額
で
買
う
と
い
う
制
度
と
し
た
。

　

グ
レ
イ
は
、
一
面
で
は
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
厳
し
い
情
勢
か
ら
、
英
本
国
は
、
彼
に
十
分
な
資
金
と
イ

ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
掻
き
集
め
た
強
力
な
軍
隊
を
与
え
た
か
ら

で
あ
る
。
他
面
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
が
不
名
誉
に
罷
免
さ
れ
た
事
実
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
と
の
関
係
に
神
経
を
使
わ
な
い
と
、
グ
レ
イ
も

ま
た
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
と
同
じ
運
命
を
た
ど
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
ワ
イ

タ
ン
ギ
条
約
を
誠
実
に
遵
守
す
る
こ
と
を
考
え
る
官
僚
に
と
っ
て
、
こ
れ

は
非
常
に
厳
し
い
ジ
レ
ン
マ
で
あ
っ
た
。

　

グ
レ
イ
も
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
と
同
じ
く
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
の
蜂
起
の
根
本

原
因
は
、
ワ
イ
ラ
ウ
事
件
に
あ
る
と
み
て
い
た
。
そ
こ
で
グ
レ
イ
が
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
に
到
着
し
て
第
一
に
行
っ
た
こ
と
は
、
マ
オ
リ
の
首
長
達
を
集

め
て
会
議
を
開
き
、
そ
の
席
上
で
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
誠
実
な
遵
守
を

誓
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
か
な
る
土
地
と
い
え
ど
も
、
マ
オ
リ
の
同
意
な

し
に
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
土
地
を
売
る
か
否
か
は
完
全
に
マ
オ
リ

の
自
由
で
あ
る
と
言
明
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
時
に
マ
オ
リ
が
理

解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ひ
と
た
び
土
地
を
売
っ
た
場
合
に

は
、
そ
れ
は
永
久
に
マ
オ
リ
の
権
利
か
ら
離
れ
る
と
い
う
点
、
及
び
、
ホ

ネ
・
ヘ
ケ
達
が
政
府
に
反
抗
し
た
以
上
、
彼
ら
は
処
罰
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
点
も
グ
レ
イ
は
強
調
し
た（（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
誠
意
を
持
っ
て
交
渉
し
た
こ
と
に
よ
り
、
グ
レ
イ
は
、

早
い
段
階
で
マ
オ
リ
の
尊
敬
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
グ
レ
イ
は
、



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
〇
九

ず
様
々
な
分
野
に
寄
付
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
一
八

五
二
年
の
末
に
は
七
〇
二
人
の
児
童
が
原
住
民
用
の
学
校
に
通
学
し
て
い

た
。
内
訳
は
四
三
四
人
が
英
国
教
会
、
二
一
五
人
が
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
、
五

三
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
年
次
補
助
金
と
し
て
は
、
初
年
度
の
場
合
、

英
国
教
会
が
三
、五
〇
〇
ポ
ン
ド
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
が
一
、六
〇
〇
ポ
ン
ド
、

カ
ト
リ
ッ
ク
が
八
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
必
ず
英
語
が
教

え
ら
れ
、
各
学
校
は
産
業
訓
練
の
中
心
と
も
さ
れ
た
。
各
学
校
に
は
大
工

及
び
農
業
労
働
者
が
必
ず
配
置
さ
れ
、
馬
や
牛
が
政
府
資
金
に
よ
り
給
付

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
各
地
方
の
産
業
基
盤
を
強
化
す
る
手
段
と
し
て
、
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
及
び
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
周
辺
で
、
欧
州
人
兵
士
に
道
路
を
建
設
さ
せ
る

こ
と
と
し
た
。
そ
れ
に
際
し
て
は
、
マ
オ
リ
を
雇
用
し
、
一
日
あ
た
り
二

シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
賃
金
を
、
そ
し
て
そ
の
指
揮
者
と
し
て
働
い
た
首

長
に
は
一
日
三
シ
リ
ン
グ
を
支
払
っ
た
。
こ
の
当
時
、
欧
州
人
の
単
純
労

働
は
一
日
三
～
四
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
と
い
う（（6
（

か
ら
、
そ
れ
よ
り
は
若
干

安
い
が
、
決
し
て
不
当
に
低
額
な
賃
金
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
道
路

整
備
を
お
こ
な
う
こ
と
の
重
要
性
は
マ
オ
リ
に
も
理
解
さ
れ
、
例
え
ば
ラ

ン
ギ
ハ
エ
タ
（Rangihaeta

）
は
、
自
費
で
二
二
マ
イ
ル
も
の
道
路
を
整

備
し
た
と
い
う
。

　

マ
オ
リ
は
基
本
的
に
農
業
民
族
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
グ
レ
イ
は
彼
ら
か

ら
土
地
を
売
っ
て
貰
う
代
わ
り
に
、
そ
れ
ま
で
の
焼
き
畑
農
業
に
替
わ
る

　

他
方
で
、
グ
レ
イ
は
、
一
八
四
六
年
に
、
す
べ
て
の
マ
オ
リ
の
土
地
所

有
を
登
録
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
登
録
さ
れ
な
い
土
地
は
未
使
用
地
あ

る
い
は
余
剰
地
と
み
な
さ
れ
、
国
有
地
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
オ
リ
の

よ
う
な
生
活
形
態
の
場
合
、
現
に
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
土
地
も
、
す
べ
て

潜
在
的
耕
作
地
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
無
視
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
英
本

国
の
植
民
大
臣
で
あ
る
グ
レ
イ
伯
爵（（5
（

の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
出

先
の
総
督
で
あ
る
グ
レ
イ
と
し
て
は
、
そ
れ
に
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る（（6
（

。

　

グ
レ
イ
は
、
マ
オ
リ
と
の
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
大
変
根
本

的
な
取
組
み
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
彼
自
身
が
マ
オ
リ
を
理
解
す
る
努
力
を

し
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
マ
オ
リ
語
に
関
し
て
一
冊
の
辞
書
も
存
在
し

て
い
な
い
こ
の
時
代
に
、
グ
レ
イ
は
、
自
ら
が
マ
オ
リ
語
を
理
解
し
、
さ

ら
に
マ
オ
リ
の
格
言
や
諺
、
さ
ら
に
は
マ
オ
リ
の
歴
史
や
伝
説
の
収
集
を

行
っ
た（（6
（

。
今
日
の
マ
オ
リ
学
の
礎
は
、
グ
レ
イ
が
築
い
た
の
で
あ
る
。

　

マ
オ
リ
を
、
将
来
に
お
い
て
、
欧
州
人
と
融
和
で
き
る
ま
で
に
文
明
化

す
る
必
要
を
認
識
し
、
教
育
や
産
業
面
で
向
上
さ
せ
る
努
力
を
開
始
し
た（（6
（

。

こ
の
時
代
、
英
国
教
会
だ
け
で
な
く
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク

の
宣
教
師
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
進
出
を
開
始
し
て
い
た
が
、
グ
レ
イ

は
、
こ
れ
ら
三
教
会
に
対
し
、
政
府
の
監
督
の
受
け
入
れ
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
資
金
援
助
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
植
民
地
歳
入
の
二
一
分
の
一
、

土
地
販
売
収
入
の
一
五
分
の
一
及
び
英
国
か
ら
の
資
金
の
一
定
額
を
、
必



二
一
〇

異
な
っ
て
い
る
た
め
、
困
難
が
多
か
っ
た（（6
（

。

　

こ
う
し
て
、
グ
レ
イ
は
、
本
国
に
両
民
族
が
平
和
裏
に
共
存
す
る
基
礎

を
築
け
た
と
報
告
し
て
い
る（（6
（

。
短
期
間
の
う
ち
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

混
乱
を
収
拾
し
た
功
績
に
よ
り
、
グ
レ
イ
は
一
八
四
八
年
に
バ
ス
勲
爵
士

に
叙
せ
ら
れ
た
。三　

英
国
議
会
法

（
一
）　
一
八
四
六
年
憲
章

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
は
、
し
か
し
、
グ
レ
イ
総
督
に
押
さ
え
ら
れ

て
ば
か
り
は
い
な
か
っ
た
。
グ
レ
イ
の
手
の
届
か
な
い
本
国
で
、
し
っ
か

り
と
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
一
八
四
六
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
支
配
人
の
圧
力
の
下
に
、

グ
レ
イ
伯
爵
は
も
っ
と
も
錯
綜
し
た
憲
法
（m

ost intricate 
consitution

）
を
公
布
し
た（（6
（

。」

　

正
確
に
は
一
八
四
六
年
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法
法
（N

ew
 Zealand 

Constitution A
ct 1846

）
は
、
英
国
議
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た（（7
（

。
こ

れ
は
一
般
に
「
一
八
四
六
年
憲
章
」（Charter of 1846

）
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
憲
章
は
、
植
民
地
に
広
範
な
自
治
を
認
め
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ

る
。
た
だ
し
、
そ
の
定
め
方
は
、
上
記
引
用
文
の
通
り
大
変
複
雑
な
も
の

で
あ
っ
た
。

　

一
八
四
六
年
憲
章
は
、
第
一
に
、
植
民
地
を
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー

土
壌
改
良
法
を
教
え
、
新
し
い
作
物
を
与
え
た
。
ネ
ル
ソ
ン
で
は
一
八
四

八
年
に
早
く
も
三
四
〇
エ
ー
カ
ー
の
小
麦
が
栽
培
さ
れ
、
ワ
イ
カ
ト
で
は

そ
の
翌
年
、
果
樹
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
栽
培
さ
れ
た
。
ま

た
小
麦
は
一
、〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
近
く
も
栽
培
さ
れ
、
二
台
の
製
粉
機
と

一
基
の
水
車
が
活
動
し
て
い
た
。
彼
が
離
任
し
た
際
に
は
、
既
に
北
島
の

す
べ
て
の
マ
オ
リ
部
落
に
、
彼
ら
自
身
が
所
有
す
る
水
車
が
設
置
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
マ
オ
リ
は
病
気
に
な
る
と
呪
医
に
頼
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

克
服
す
る
た
め
に
、
グ
レ
イ
は
病
院
を
、
欧
州
人
が
居
住
す
る
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
及
び
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
ば
か
り
で
な
く
、
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
（W

anganui

）

及
び
タ
ラ
ナ
キ
（T

aranaki

）
に
も
建
設
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
八
五

二
年
の
段
階
で
、
四
〇
一
人
が
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
で
、
五
五
六
人
が
タ
ラ
ナ
キ

で
受
診
し
た
。
ま
た
、
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
、
入
浴
の
習
慣
を
教
え

る
こ
と
に
も
努
力
し
た
。

　

彼
は
マ
オ
リ
に
法
と
秩
序
を
植
え
付
け
る
努
力
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
着
任
早
々
に
、
マ
オ
リ
に
武
器
・
弾
薬
及
び
酒
を
販
売
す
る
こ
と

を
禁
じ
た（（6
（

。
そ
し
て
、
マ
オ
リ
警
察
を
組
織
し
、
陪
審
員
そ
の
他
の
基
本

的
な
司
法
活
動
に
も
、
英
国
法
に
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
起
用
す
る
よ
う
に
し
た（（6
（

。
遠
隔
地
の
場
合
に
は
、
マ
オ
リ

の
首
長
を
、
固
定
給
を
支
払
っ
て
、
裁
判
官
に
任
命
す
る
こ
と
も
行
っ
た（（6
（

。

た
だ
、
こ
の
分
野
に
関
し
て
は
、
英
国
と
マ
オ
リ
の
道
徳
規
準
が
大
き
く



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
一
一

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
は
何

を
目
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
植
民
地
の
自
治
を
主
張
す
る
根
拠
と
し
て
、
彼
は
二
つ
の
点
を
挙

げ
た
。
第
一
に
、
外
来
の
政
府
よ
り
も
現
地
の
植
民
者
の
政
府
の
ほ

う
が
実
情
に
く
わ
し
く
、
政
務
を
よ
り
よ
く
運
営
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
有
能
な
人
び
と
が
自
治
の
お

こ
な
わ
れ
る
植
民
地
に
引
き
よ
せ
ら
れ
才
能
が
発
揮
で
き
る
。
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
植
民
地
自
治
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う

な
常
識
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
な
質
の
も
の
で
は
な
く
、

土
地
問
題
や
マ
オ
リ
問
題
と
絡
ん
だ
複
雑
な
議
論
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
自
治
を
求
め
る
政
治
勢
力
は
、
自
治
政
府
の
確
立
に
よ
っ
て
本

国
政
府
の
干
渉
と
マ
オ
リ
の
政
治
参
加
を
排
除
し
、
合
法
的
に
マ
オ

リ
か
ら
土
地
を
収
奪
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る（（7
（

。」

　

し
か
し
、
一
八
四
六
年
憲
章
は
、
グ
レ
イ
総
督
の
反
対
に
よ
り
、

ニ
ュ
ー
マ
ン
ス
タ
ー
政
府
な
ど
は
一
応
組
織
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
中
核

部
分
は
施
行
が
延
期
さ
れ
、
結
局
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
全
く
施
行
さ
れ
な

い
で
終
わ
る
。

　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
が
、
公
債
発
行
程
度
の
些
細
な
命
令
違
反
行
為
で
罷
免

さ
れ
た
運
命
を
考
え
れ
ば
、
議
会
法
と
い
う
形
式
で
発
さ
れ
た
命
令
を
、

公
然
と
異
を
唱
え
る
と
い
う
の
は
、
尋
常
の
覚
悟
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
を
敢
然
と
や
っ
て
の
け
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
若
い
総
督
の
気

（N
ew

 U
lster

＝
北
島
の
パ
テ
ア
川
（Patea river

）
河
口
以
北
）
と
、

ニ
ュ
ー
マ
ン
ス
タ
ー
（N

ew
 M

unster

＝
残
り
す
べ
て
）
と
言
う
二
つ

の
地
方
（province

）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
総
督
と
副
総
督
を
置
く
も

の
と
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
体
の
総
督
は
、
そ
れ
と
の
対
比
で
総

総
督
（Governor-in-Chief

）
と
呼
ば
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
一
八
四
六
年
憲
章
の
下
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
は
、

一
八
四
〇
年
憲
章
の
下
に
お
け
る
そ
れ
と
異
な
り
、
も
っ
ぱ
ら
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
を
中
心
と
す
る
地
域
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ニ
ュ
ー

マ
ン
ス
タ
ー
は
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
が
、

入
植
地
を
建
設
し
た
地
域
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
憲
章
は
、
実
質
的
に

総
督
の
実
権
を
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
北
島
北
部
に
限
定
し
、

そ
れ
以
外
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
土
を
ニ
ュ
ー
マ
ン
ス
タ
ー
と
名
付
け
、

そ
の
地
域
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
の
支
配
を
認
め
た
も
の
と

言
え
る
。

　

第
二
に
、
各
地
方
は
、
選
挙
に
よ
り
評
議
員
（councilors
）
を
定
め
、

評
議
員
会
が
市
長
及
び
市
会
議
員
を
決
定
す
る
。
こ
の
評
議
員
、
市
長
及

び
市
会
議
員
が
、
地
方
議
会
の
下
院
議
員
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の

各
下
院
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
体
の
議
会
（General A

ssem
bly

）

の
下
院
議
員
を
互
選
に
よ
り
決
定
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
上
院
は
す
べ

て
任
命
制
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
早
い
時
点
で
大
幅
な
自
治
権
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、



二
一
二

ン
ド
会
社
の
投
機
の
た
め
の
憲
章
で
あ
っ
た
。
こ
の
憲
章
は
、
封
建

制
の
最
悪
の
形
態
に
お
け
る
人
権
侵
害
を
永
続
さ
せ
る
と
彼
は
信
じ

て
い
た（（7
（

。」

　

彼
は
、
欧
州
系
住
民
の
代
表
者
に
よ
る
責
任
政
府
が
成
立
し
た
際
に
発

生
す
る
、
マ
オ
リ
に
対
す
る
問
題
を
、
予
見
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

責
任
政
府
が
で
き
れ
ば
、
総
督
と
し
て
の
彼
の
権
限
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
グ
レ
イ

は
、
マ
オ
リ
問
題
を
、
内
閣
よ
り
も
巧
み
に
処
理
で
き
る
自
信
が
あ
っ
た
。

こ
の
確
信
は
、
そ
の
後
の
出
来
事
に
よ
り
、
正
し
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
。

　

一
八
四
六
年
憲
章
の
下
に
お
い
て
は
、
マ
オ
リ
は
議
会
に
代
表
者
を
持

た
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
グ
レ
イ
が
総
督
と
し
て
の
権
限
を
持
ち
続
け
る

限
り
、
マ
オ
リ
は
彼
に
訴
え
る
権
利
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
マ
オ
リ
の
権
利

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
こ
と
が
無
い
、
十
分
な
保
障
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
実
際
、
彼
が
総
督
で
あ
る
間
、
マ
オ
リ
は
、
グ
レ
イ
を
父

（Father

）
と
呼
び
、
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る（（7
（

。

　

グ
レ
イ
の
こ
の
博
打
は
成
功
し
た
。
グ
レ
イ
は
一
八
四
九
年
七
月
に
受

け
取
っ
た
急
送
便
で
、
議
会
が
一
八
四
六
年
憲
章
の
施
行
延
期
法
を
可
決

し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
グ
レ
イ
の
権
威
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
英
本
国
に
お
い
て
も
著
し
く

増
大
し
た
。

概
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
グ
レ
イ
が
、
政
府
と
命
令
に
真
っ
向
か
ら

逆
ら
っ
た
最
初
の
、
し
か
し
、
最
後
で
は
な
い
行
動
で
あ
っ
た（（7
（

。

　

グ
レ
イ
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
八
四
六
年
憲
章
は
時
宜
に
合
わ
な

い
と
述
べ
た（（7
（

。
な
ぜ
な
ら
、
北
島
に
い
る
欧
州
人
の
成
人
の
民
間
人
男
性

は
三
、一
五
七
人
に
過
ぎ
ず
、
二
、九
四
八
人
は
軍
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
マ
オ
リ
人
は
一
〇
万
五
、〇
〇
〇
人
も
い
る
。
マ
オ
リ
人
は
英
国
製

品
の
消
費
者
で
あ
り
、
植
民
地
の
歳
入
は
主
と
し
て
間
接
税
に
依
存
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
多
く
は
マ
オ
リ
人
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
状
態
下
で
、

ご
く
わ
ず
か
な
英
国
臣
民
が
、
多
数
を
占
め
る
他
民
族
に
対
し
、
課
税
し
、

支
配
す
る
権
限
を
認
め
る
の
は
適
当
で
は
無
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
八
四
六

憲
章
に
お
い
て
は
、
マ
オ
リ
人
に
は
投
票
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
憲
章
を
直
ち
に
施
行
す
る
こ
と
に
よ
り
戦
争
の
危
険
を
冒
す
よ

り
、
欧
州
人
の
数
が
増
え
、
他
方
、
原
住
民
の
武
器
弾
薬
が
尽
き
、
彼
ら

が
よ
り
文
明
化
す
る
ま
で
、
施
行
を
待
つ
方
が
合
理
的
で
あ
る
、
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
直
接
に
は
グ
レ
イ
伯
爵
を
、
そ
し
て
そ
の
背
後
に
い

る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
を
説
得
す
る
た
め
の
論
理
で
あ
っ
た
。
本
音

的
に
は
次
の
様
で
あ
っ
た
。

「
彼
の
意
見
で
は
、
新
憲
章
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
住
む
人
び

と
の
た
め
の
憲
章
で
は
な
く
、
土
地
あ
さ
り
（hungerers after 

land

）
や
船
荷
や
船
客
を
希
望
す
る
船
主
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
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グ
レ
イ
の
第
一
の
要
望
に
関
し
て
は
、
一
八
五
二
年
憲
章
で
は
、
大
略

次
の
様
に
定
め
ら
れ
た
。

　

第
一
に
、
国
土
は
六
地
方
に
分
割
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
、
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
、
ネ
ル
ソ
ン
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

及
び
オ
タ
ゴ
（O

tago

）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
住
民
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
九
人
以
上
の
構
成
員
か
ら
な
る
各
地
方
議
会
（provincial council

）

と
、
そ
の
議
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
最
高
責
任
者
（superintendent

）
に

よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
。
地
方
議
会
の
権
限
は
、
そ
の
地
方
に
属
す
る
公
共

事
業
（
鉄
道
を
含
む
）、
移
民
、
裁
判
、
犯
罪
取
締
、
関
税
、
貨
幣
の
鋳

造
、
港
湾
、
度
量
衡
、
銀
行
業
、
造
船
、
公
有
地
の
管
理
、
婚
姻
並
び
に

遺
言
と
い
う
大
変
広
範
な
も
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
植
民
地
議
会

（General A
ssem

bly

）
に
対
し
て
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
植
民
地
議
会
は
、
住
民
の
選
出
に
基
づ
き
二
四
名
以
上
四
二

名
以
下
の
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
衆
議
院
（H

ouse of Represen-
tatives

）
を
下
院
と
し
、
任
命
制
の
一
〇
名
以
上
の
議
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
立
法
評
議
会
（Legislative Council

）
を
上
院
と
し
、
こ
れ
に

総
督
を
加
え
た
三
者
で
構
成
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、
総
督
は
英
国
法
と
矛
盾
し
た
立
法
に
対
し
て
拒
否
権
を
有
し
、

原
住
民
の
土
地
の
販
売
に
関
す
る
権
限
を
有
し
、
並
び
に
外
交
権
限
を
有

す
る
。

　

グ
レ
イ
の
第
二
の
要
望
で
あ
る
参
政
権
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
八
五
二

（
二
）　
一
八
五
二
年
憲
章

　

グ
レ
イ
は
、
一
八
五
二
年
憲
章
の
施
行
延
期
の
連
絡
を
受
け
る
と
、
グ

レ
イ
伯
爵
を
通
じ
て
、
英
国
議
会
に
対
し
、
彼
の
考
え
る
三
つ
の
重
要
な

原
則
を
盛
り
込
ん
だ
新
憲
章
を
作
る
よ
う
、
要
望
し
た（（7
（

。
そ
の
重
要
原
則

と
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
広
く
散
在
し
て
い
る
居
住
地
の
性
格
か
ら
、
地
方
分
権
的
な

構
造
が
必
要
で
あ
る
こ
と

　

第
二
に
、
参
政
権
は
、
広
く
、
植
民
地
に
利
害
関
係
を
有
す
る
す
べ
て

の
者
、
す
な
わ
ち
、
土
地
か
家
屋
を
有
し
て
い
る
も
の
に
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
限
り
、
参
政
権
は
マ
オ
リ
に
も

認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
グ
レ
イ
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
の

平
和
と
幸
福
は
「
二
つ
の
民
族
が
一
つ
に
溶
け
合
う
（the tw

o race 
into one n

（
（7
（

ation

）」
こ
と
で
は
じ
め
て
実
現
す
る
と
考
え
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

　

グ
レ
イ
の
要
望
に
基
づ
く
新
憲
章
は
、
一
八
五
二
年
に
英
国
議
会
で
制

定
さ
れ
、
一
八
五
四
年
ま
で
に
実
施
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（（7
（

。
一
八

五
二
年
憲
章
の
成
立
に
あ
た
り
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
首
相
は
、
グ
レ
イ

総
督
の
推
奨
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
植
民
地
に
付

与
さ
れ
た
い
か
な
る
法
律
よ
り
も
大
き
な
自
由
を
認
め
た
法
律
だ
と
述

べ
た（（7
（

。



二
一
四

八
五
二
年
憲
章
第
七
条
の
条
文
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
限
り
、
マ
オ
リ
に
も
参
政
権
は
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
グ
レ
イ
は
英
国
に
召
喚
さ
れ
、
一
八
五
四
年
一
月
三
日
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る（（8
（

。
そ
の
結
果
、
一
八
五
二
年
憲
章
の

実
施
は
、
後
任
の
第
四
代
総
督
ブ
ラ
ウ
ン
（T

hom
as Gore Brow

ne

）

の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
言
う
な
ら

ば
、
一
八
五
二
年
憲
章
の
運
用
と
し
て
、
マ
オ
リ
に
は
参
政
権
は
与
え
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
一
八
四
六
年
憲
章
の
下
で
、

一
応
は
作
ら
れ
た
が
活
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
マ
ン
ス
タ
ー
政

府
に
お
い
て
、
司
法
長
官
の
地
位
に
あ
っ
た
。
当
然
、
一
八
五
二
年
憲
章

の
下
に
お
い
て
は
、
何
の
法
的
地
位
も
持
た
な
い
。
そ
の
彼
が
、
公
然
と

次
の
様
に
主
張
し
た
。

「
選
挙
登
録
簿
に
記
載
さ
れ
る
資
格
の
あ
る
先
住
民
は
、
た
と
え
い

た
と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
考
え
ま
す
。
彼
ら
は
パ
ー
（P

（
（8
（a

）

に
集
団
で
住
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
由
土
地
保

有
者
、
借
地
人
、
あ
る
い
は
住
民
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん（（8
（

。」

　

こ
の
発
言
は
、
欧
州
系
住
民
の
自
然
の
差
別
感
情
に
合
致
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
の
現
地
に
お
け
る
中
心
人
物
の
発

言
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
系
の
植
民
地
で
あ
っ

た
地
方
で
は
、
無
批
判
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
最
南
端
の
オ
タ

年
憲
章
第
七
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
な
り
く
ど
い
規
定
で
あ
る

が
、
簡
単
に
要
約
す
る
と
、
投
票
権
は
、
二
一
歳
以
上
の
男
子
で
、
五
〇

ポ
ン
ド
以
上
の
土
地
所
有
者
、
も
し
く
は
都
会
に
住
む
者
の
場
合
に
は
年

に
一
〇
ポ
ン
ド
以
上
の
借
地
代
を
支
払
う
戸
主
、
田
舎
に
住
む
者
の
場
合

に
は
同
じ
く
五
ポ
ン
ド
以
上
の
借
地
代
を
支
払
う
戸
主
で
あ
っ
て
、
選
挙

人
登
録
以
前
に
六
ヶ
月
以
上
、
そ
の
地
に
在
住
す
る
者
、
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う（（8
（

。
こ
れ
は
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
の
言
葉
に
も
あ
っ

た
と
お
り
、
大
変
低
い
基
準
で
あ
っ
た
。

「
一
八
五
二
年
当
時
、
労
働
者
の
賃
金
が
、
単
純
労
働
の
場
合
、
一

日
三
～
四
シ
リ
ン
グ
、
技
能
労
働
者
の
場
合
、
一
日
五
～
七
シ
リ
ン

グ
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
参
政
権
の
資
格
は
き
わ
め
て
緩
や
か
な
も

の
で
あ
っ
た
。
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
植
民
地
の
記
録
で
は
、
大
工
職
の
場

合
、
一
日
一
〇
シ
リ
ン
グ
に
も
な
っ
た
。
一
〇
日
働
け
ば
五
ポ
ン
ド
、

二
〇
日
働
け
ば
一
〇
ポ
ン
ド
に
も
な
っ
た（（8
（

。」

　

こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、
ま
と
も
に
労
働
に
従
事
し
て
い
る
者

で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
政
権
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
こ

の
時
点
の
英
本
国
の
選
挙
法
よ
り
遥
か
に
先
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
英

本
国
で
同
様
な
内
容
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
一
五
年
後
の
一
八
六
七

年
第
二
次
選
挙
法
改
正
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
グ
レ
イ
の

第
二
の
要
望
も
満
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

グ
レ
イ
の
第
三
の
要
望
で
あ
っ
た
マ
オ
リ
人
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
一



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
一
五

（tino rangatiratanga
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条
項
の
実
施
と
受
け
止
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
総
督
の
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
第
七
一
条
の
実
施
を
最
後
ま
で

行
わ
ず
、
結
局
、
こ
の
条
項
は
現
行
の
一
九
八
六
年
憲
法
法
（Constitution 

A
ct 1986

）
の
制
定
に
伴
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
、
グ
レ
イ
が
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
危
険
に
さ
ら
し
て
、
一

八
四
六
年
憲
章
の
施
行
を
差
し
止
め
る
こ
と
に
よ
り
、
実
現
し
よ
う
と
し

た
両
民
族
の
融
和
は
、
彼
の
後
継
者
達
の
手
に
よ
っ
て
空
文
化
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

一
八
五
二
年
憲
章
の
下
で
、
一
八
五
三
年
に
最
初
の
庶
民
院
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
最
初
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
会
が
一

八
五
四
年
五
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
。
開
催
さ
れ
た
議
会
は
、
自
治
政

府
の
設
立
を
総
督
に
要
求
し
、
総
督
代
行
を
務
め
る
ウ
ィ
ン
ヤ
ー
ド

（Colonel R. H
. W

ynyard

）
の
承
認
に
よ
り
、
ス
ー
エ
ル
（H

enry 
Sew

ell

）
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
代
の
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
た（（8
（

。

　

マ
オ
リ
は
、
新
内
閣
に
、
グ
レ
イ
の
時
代
同
様
に
、
村
に
水
車
を
建
設

す
る
た
め
の
補
助
を
求
め
た
が
、
拒
否
さ
れ
た（（8
（

。
マ
オ
リ
に
対
す
る
政
策
は
、

グ
レ
イ
時
代
と
は
、
決
定
的
な
変
化
を
、
既
に
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　
マ
オ
リ
統
一
運
動
（K

otahitanga

）

　

グ
レ
イ
が
両
民
族
の
融
和
に
向
け
て
打
っ
た
一
連
の
布
石
が
、
一
八
五

四
年
初
頭
の
彼
の
離
任
に
よ
っ
て
空
文
化
さ
れ
、
マ
オ
リ
の
権
利
が
一
八

ゴ
植
民
地
で
の
選
挙
登
録
集
会
は
次
の
様
な
状
態
で
あ
っ
た
。

「
事
前
に
警
告
さ
れ
て
い
た
の
は
、
武
装
し
て
お
け
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
恥
知
ら
ず
な
奴
は
、
マ
オ
リ
に
は
明
ら
か
に
資
格
が
な
い
の
に
、

ご
都
合
主
義
の
拡
大
解
釈
で
、
彼
ら
が
法
の
意
味
す
る
家
屋
所
有
者

な
い
し
自
由
土
地
保
有
者
に
当
た
る
と
し
て
登
録
を
し
よ
う
と
し
た
。

〈
中
略
〉
司
法
長
官
ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
の
意
見

は
マ
オ
リ
の
主
張
を
予
定
し
て
お
り
、
決
定
的
に
彼
ら
に
不
利
な
も

の
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
多
事
な
七
月
五
日
が
来
た
時
、
選
挙

名
簿
の
登
録
と
改
訂
が
行
わ
れ
た
日
、
そ
こ
に
は
予
期
せ
ぬ
静
け
さ

が
あ
り
、
予
想
さ
れ
た
反
対
は
、
シ
ッ
と
い
っ
て
黙
ら
さ
れ
た
。
実

際
、
原
住
民
に
権
利
要
求
さ
せ
る
と
い
う
大
胆
な
試
み
が
七
八
件

あ
っ
た
が
、
そ
し
て
、
欧
州
人
の
要
求
が
五
二
件
あ
っ
た
が
、
ギ

リ
ー
ス
氏
の
巧
み
な
議
論
に
よ
り
、
す
べ
て
覆
さ
れ
、
却
下
さ
れ
た（（8
（

。」

　

要
す
る
に
、
法
の
規
定
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
現
場
に
お
け
る
選
挙
登

録
官
（
上
記
引
用
文
で
あ
れ
ば
ギ
リ
ー
ス
氏
）
が
、
そ
の
裁
量
権
に
よ
り
、

マ
オ
リ
の
参
政
権
要
求
を
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
理
論

を
背
景
に
、
多
く
の
場
合
に
、
力
尽
く
で
、
押
さ
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
あ
る（（8
（

。

　

ま
た
、
一
八
五
二
年
憲
章
七
一
条
は
、
明
確
に
マ
オ
リ
自
治
領
（pro-

vision of self-governing M
aori

）
の
創
設
を
認
め
て
い
た（（8
（

。
マ
オ
リ

人
は
、
こ
れ
を
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
マ
オ
リ
語
版
が
認
め
て
い
た
主
権



二
一
六

こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
部
族
単
位
に
し
か
行
動
し
な
か
っ
た
マ
オ
リ
の
、
初

め
て
の
部
族
を
超
え
た
自
主
的
活
動
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

２　

マ
オ
リ
王
擁
立
運
動

　

マ
オ
リ
の
中
に
は
、
英
国
の
力
は
そ
の
国
王
主
権
の
力
で
あ
る
と
考
え

る
も
の
が
出
て
き
た
。
特
に
英
国
に
旅
し
て
、
そ
の
産
業
や
法
と
秩
序
の

力
を
見
て
き
た
者
は
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
者
の
中
に
、

ン
ガ
チ
・
ト
ア
の
有
名
な
首
長
テ
・
ラ
ウ
パ
ラ
ハ
（T

e Rauparaha

）

の
息
子
タ
ミ
ハ
ナ
（T

am
ihana

）
が
い
る
。
タ
ミ
ハ
ナ
は
、
一
八
五
二

年
に
英
国
に
旅
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
拝
謁
し
て
い
た
。
彼
は
、
マ

オ
リ
の
力
を
統
合
す
る
に
は
、
マ
オ
リ
も
ま
た
王
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
た
。 

そ
し
て
、
英
国
（
連
合
王
国
）
と
同
じ
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
区
分
し
て
マ
オ
リ
の
国
（M

aori land

）
を
作
り
、
マ
オ

リ
に
よ
る
マ
オ
リ
の
た
め
の
政
体
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た（（9
（

。
つ
い

に
施
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
一
八
五
二
年
憲
章
七
一
条
が
、
明
確
に
マ
オ

リ
自
治
領
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
決
し
て
英
国
に

対
す
る
反
乱
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
実
施
可
能
な
も
の
と
、
彼
は
判

断
し
た
。

　

タ
ミ
ハ
ナ
や
彼
の
従
兄
弟
等
は
各
地
を
経
巡
っ
て
、
王
の
適
任
者
と
思

わ
れ
る
首
長
に
接
触
を
続
け
た
が
、
何
れ
の
首
長
も
、
王
と
な
る
こ
と
を

拒
否
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
動
き
は
、
や
が
て
「
国
を
探
せ
、
王
を
探

せ
（H

inana ki uta, H
inana ki tai

）」
と
い
う
運
動
と
な
り
、
一
八
五

五
二
年
憲
章
の
下
で
、
現
実
に
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て

く
る
と
、
マ
オ
リ
自
身
の
手
で
、
そ
の
権
利
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
起

き
て
く
る
。

　

間
接
税
に
頼
る
植
民
地
政
府
の
歳
入
は
、
そ
の
半
ば
が
マ
オ
リ
に
よ
っ

て
負
担
さ
れ
て
い
る
の
に
、
一
切
の
発
言
権
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
明
ら

か
に
不
当
で
あ
る
。
米
国
独
立
戦
争
と
同
様
に
、
代
表
無
け
れ
ば
課
税
な

し
と
い
う
理
念
は
、
そ
う
い
う
明
確
な
形
で
こ
そ
表
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

当
然
に
マ
オ
リ
の
不
満
の
底
流
と
し
て
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
、
マ
オ
リ
は
、
部
族
単
位
で
行
動
し
て
い
た
。
マ
オ
リ
全
体

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
、
バ
ズ
ビ
ー
の
指
導
の
下
に
お
け
る
部
族
統
一

旗
や
独
立
宣
言
、
そ
し
て
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
と
い
う
重
要
な
例
外
を
除
く

と
、
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
マ
オ
リ
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、

ま
さ
に
そ
れ
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　

１　

タ
ラ
ナ
キ
大
集
会

　

一
八
五
二
年
憲
章
の
下
で
の
最
初
の
議
会
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
る
一
ヶ
月
前
、
一
八
五
四
年
四
月
、
そ
れ
と
は
異
質
の
集
会
が
タ
ラ
ナ

キ
近
郊
の
マ
ヌ
ア
ワ
ポ
ウ
（M

anuaw
apou

）
で
開
か
れ
た
。
こ
の
地
を

本
拠
地
と
す
る
ン
ガ
チ
リ
ル
ア
ヌ
イ
（N

gatiriruanui

）
族
が
タ
イ
ポ
ロ

ヘ
ヌ
イ
（T
aiporohenui

）
と
い
う
名
の
巨
大
な
集
会
所
を
建
設
し
た
の

で
あ
る
。
北
島
各
地
の
各
部
族
か
ら
約
千
人
の
マ
オ
リ
が
集
ま
り
、
マ
オ

リ
の
土
地
が
着
実
に
欧
州
人
に
奪
わ
れ
て
い
く
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た（（9
（

。



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
一
七

の
紛
争
で
あ
っ
た（（9
（

。

　

ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
近
郊
に
、
ウ
ィ
レ
ム
・
キ
ン
ギ
（W

irem
u K

ingi

）

を
首
長
と
す
る
部
族
が
村
を
構
え
て
い
た
。
彼
ら
は
遥
か
以
前
に
キ
リ
ス

ト
教
に
改
宗
し
て
お
り
、
人
々
は
欧
州
風
の
衣
服
を
着
、
学
校
や
教
会
を

設
け
、
村
の
回
り
の
耕
地
を
耕
作
し
て
平
和
に
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
、

隣
接
す
る
テ
・
テ
イ
ラ
・
マ
ヌ
カ
（T

e T
eira M

anuka

）
が
首
長
を
務

め
る
部
族
と
の
間
に
紛
争
が
発
生
し
、
い
っ
た
ん
は
流
血
の
事
態
と
な
っ

た
が
、
一
八
五
八
年
六
月
に
両
者
間
で
和
平
が
結
ば
れ
た
。

　

欧
州
人
人
口
は
、
一
八
五
〇
年
代
に
入
っ
て
、
移
民
の
増
加
に
よ
り
急

激
に
増
加
し
て
い
た
。
一
八
五
八
年
の
統
計
に
依
れ
ば
、
マ
オ
リ
人
口
は

五
六
、〇
四
九
人
に
ま
で
減
少
し
た
の
に
対
し
、
欧
州
人
の
人
口
は
五
九
、

四
一
三
人
に
な
っ
て
、
つ
い
に
欧
州
人
人
口
が
マ
オ
リ
を
上
回
っ
た（（9
（

。

　

そ
の
一
八
五
八
年
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
は
、
財
政
が
破
綻
し
、

倒
産
し
た
。
同
社
の
経
営
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
土
地
を
マ
オ
リ
か
ら

安
く
買
い
、
そ
れ
を
欧
州
人
に
高
く
売
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
利
潤
を
、
労
働
者
階
級
を
無
料
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
運
ぶ
こ
と
に

投
入
し
、
牧
場
経
営
に
優
良
な
労
働
力
を
安
定
的
に
供
給
す
る
と
い
う
計

画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
社
が
計
画
し
た
ほ
ど
土
地
を
高
く
売
る
こ
と

は
で
き
ず
、
つ
い
に
倒
産
し
た
の
で
あ
る
。
後
に
は
、
同
社
が
無
料
で
運

ん
で
き
た
多
数
の
移
民
が
残
っ
た
。
欧
州
人
人
口
が
増
加
す
る
と
共
に
、

マ
オ
リ
は
土
地
を
売
る
の
を
嫌
が
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
新
移
民
の
入

六
年
、
タ
ウ
ポ
（T

aupo

）
湖
畔
の
プ
カ
ワ
（Pukaw

a

）
で
、
多
数
の

首
長
が
参
加
す
る
有
名
な
集
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ワ
イ
カ
ト

（W
aikato

）
の
首
長
で
あ
る
ポ
タ
タ
ウ
・
テ
・
ウ
ェ
ロ
ウ
ェ
ロ
（Potatau 

T
e W

herow
hero

）
が
最
も
適
任
と
言
う
こ
と
で
、
推
戴
さ
れ
た（（9
（

。
ポ

タ
タ
ウ
は
、
一
八
四
一
年
に
ホ
ブ
ソ
ン
初
代
総
督
が
ロ
ン
ド
ン
に
出
し
た

報
告
で
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
最
も
有
力
な
首
長
と
書
か
れ
て
い
た

人
物
で
、
グ
レ
イ
総
督
の
良
き
友
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
数
回
の
集

会
が
開
か
れ
、
い
ず
れ
も
ポ
タ
タ
ウ
が
王
と
し
て
推
戴
さ
れ
た
。
一
八
五

七
年
に
ポ
タ
タ
ウ
は
王
と
な
る
こ
と
を
承
諾
し
、
一
八
五
八
年
に
正
式
に

王
と
宣
言
し
た
。
彼
ら
自
身
の
意
識
と
し
て
は
、
決
し
て
こ
れ
は
英
国
に

対
す
る
反
逆
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
マ
オ
リ
の
王
を
、
マ
オ
リ
語
で
何
と

呼
ぶ
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
当
初
、ariki tauaroa
（
首
長
の
中
の
首
長
）

と
い
う
よ
う
な
言
葉
も
候
補
に
挙
が
っ
た
が
、
結
局
、
マ
オ
リ
語
で
も

K
ing

と
称
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
王
擁
立
運
動
は
、K

ingi-
tanga

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ポ
タ
タ
ウ
は
、
一
八
六
〇
年
六
月

に
死
去
す
る
。
し
か
し
、
彼
の
息
子
タ
ウ
ヒ
ア
オ
（T

aw
hiao

）
が
二
代

目
の
王
と
な
っ
た（（9
（

。

（
四
）　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
戦
争

　
　

１　

第
一
次
タ
ラ
ナ
キ
戦
争

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
戦
争
が
勃
発
し
た
直
接
の
原
因
は
、
マ
オ
リ
同
士



二
一
八

で
キ
ン
ギ
の
部
落
の
取
り
壊
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
砲
が
火
を

噴
い
た
が
、
そ
の
前
に
キ
ン
ギ
側
は
撤
退
し
て
い
た
た
め
、
人
命
の
損
傷

は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
第
一
次
タ
ラ
ナ
キ
戦
争
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

グ
レ
イ
が
定
め
た
、
マ
オ
リ
に
対
す
る
武
器
弾
薬
の
販
売
禁
止
令
は
、

ブ
ラ
ウ
ン
の
時
代
に
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
植
民
地
政
府
は
、

一
方
で
は
土
地
に
対
す
る
侵
奪
を
強
化
し
、
マ
オ
リ
の
恐
怖
を
引
き
起
こ

し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
マ
オ
リ
に
武
器
を
買
う
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る

も
同
然
の
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
る（（9
（

。

　

キ
ン
ギ
に
は
、
ワ
イ
カ
ト
の
マ
オ
リ
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
五
〇
〇
人

以
上
の
戦
士
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
キ
ン
ギ
は
政
府
軍
と
直
接
交
戦
す

る
代
わ
り
に
ゲ
リ
ラ
戦
に
訴
え
、
入
植
者
の
家
に
対
す
る
襲
撃
を
繰
り
返

し
、
入
植
者
が
安
全
な
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
に
引
き
こ
も
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
態
に
し
た
。
し
か
も
、
襲
撃
対
象
は
英
国
系
の
入
植
者
に
限
ら
れ
、
他

の
欧
州
人
や
聖
職
者
に
は
全
く
危
害
を
加
え
な
か
っ
た
。
襲
撃
は
繰
り
返

さ
れ
、
こ
の
結
果
、
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
の
人
口
は
急
増
し
、
衛
生
状
態
の

低
下
か
ら
猩
紅
熱
な
ど
の
疫
病
が
は
や
り
、
少
な
く
と
も
一
二
一
人
が
死

亡
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
新
た
な
避
難
者
は
遠
く
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
に
ま
で
逃
げ
る
必
要
が
生
じ
た
。

　

植
民
地
政
府
側
も
、
逐
次
兵
力
を
増
強
し
、
同
年
八
月
に
は
一
、四
〇

〇
人
を
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
に
投
入
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
オ
リ
側

も
さ
ら
に
他
か
ら
の
増
援
を
得
て
、
人
数
が
増
加
し
て
い
た
。
一
一
月
に

植
す
る
べ
き
土
地
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
移
民
達
は
ブ
ラ
ウ
ン
総
督

に
、
マ
オ
リ
の
土
地
を
政
府
が
購
入
し
て
彼
ら
に
売
る
よ
う
に
、
と
い
う

強
い
圧
力
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

一
八
五
九
年
三
月
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
で
、
マ
オ
リ
に

土
地
の
売
却
を
求
め
る
た
め
の
集
会
を
開
い
た
。
テ
イ
ラ
が
立
ち
上
が
り
、

ワ
イ
タ
ラ
川
の
南
岸
の
土
地
を
売
り
た
い
と
申
し
出
た
。
総
督
は
こ
れ
を

承
諾
し
、
売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
集
会
に
は
キ
ン
ギ
も
出
席
し
て

お
り
、
彼
は
直
ち
に
立
ち
上
が
り
、
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
土
地
で
あ
る
こ

と
は
グ
レ
イ
前
総
督
も
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
テ

イ
ラ
に
そ
れ
を
売
る
権
限
は
な
く
、
ま
た
、
自
分
た
ち
に
は
売
る
意
思
は

ま
っ
た
く
な
い
と
述
べ
た（（9
（

。
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
調
査
員
を
派
遣
し
て
調
査
す

る
と
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
キ
ン
ギ
は
、
政
府
の
役
人
で
あ
る
調
査
員
は
信
用
出
来

な
い
の
で
、
そ
れ
か
ら
独
立
し
た
第
三
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
審
問
所

を
設
置
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
が
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、
キ

ン
ギ
は
調
査
員
に
何
の
証
拠
も
開
示
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
調
査
員
は
、

テ
イ
ラ
の
主
張
が
正
し
い
と
判
定
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
総
督
は
一
八
五
九
年
一

二
月
に
テ
イ
ラ
に
土
地
代
金
一
〇
〇
ポ
ン
ド
を
支
払
っ
た
。
政
府
は
、
一

八
六
〇
年
一
月
、
問
題
の
土
地
の
測
量
を
開
始
し
、
キ
ン
ギ
と
彼
の
部
族

に
、
そ
の
土
地
か
ら
立
ち
退
く
よ
う
に
命
じ
た
。

　

こ
れ
に
、
キ
ン
ギ
の
部
落
は
従
わ
な
か
っ
た
の
で
、
同
年
三
月
、
実
力



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
一
九

（Sir D
uncan A

lexander Cam
eron

）
将
軍
を
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
派
遣
し
た
。
し
か
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
率
い
る
部
隊
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
到
着
し
た
の
は
、
休
戦
成
立
後
の
三
月
末
で
あ
っ
た
。

　

増
援
部
隊
の
到
着
に
力
を
得
た
ブ
ラ
ウ
ン
総
督
は
、
四
月
に
な
る
と
、

軍
を
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
集
結
さ
せ
た
。
タ
ラ
ナ
キ
問
題
の
最
終
解
決
の
た

め
に
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
南
に
あ
る
ワ
イ
カ
ト
に
本
拠
を
置
く
マ
オ
リ

王
を
打
倒
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
は

こ
れ
を
全
面
的
に
支
持
し
た
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
同
年
一
〇
月
、
更

迭
さ
れ
、
タ
ス
マ
ニ
ア
島
総
督
と
し
て
去
り
、
後
任
と
し
て
グ
レ
イ
が
復

帰
し
た
。
攻
撃
案
は
、
そ
れ
と
共
に
、
い
っ
た
ん
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
　

４　

グ
レ
イ
の
帰
還

　

グ
レ
イ
は
一
八
六
一
年
九
月
二
六
日
、
再
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
土

を
踏
ん
だ
。
こ
の
時
、
彼
に
与
え
ら
れ
た
権
力
は
、
可
能
な
限
り
の
最
大

の
も
の
だ
っ
た
。
総
総
督
（Governor-in-Chief

）
と
し
て
の
権
限
に
加

え
、
海
軍
提
督
及
び
陸
軍
司
令
官
と
し
て
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る（（9
（

。
そ
の
強
大
な
権
限
の
下
に
、
グ
レ
イ
は
、
で
き
れ
ば
平
和
を
実

現
す
る
こ
と
、
駄
目
な
場
合
に
は
、
断
固
と
し
戦
争
を
貫
徹
し
、
マ
オ
リ

の
独
立
を
阻
止
す
る
こ
と
を
命
令
さ
れ
て
い
た
。

　

グ
レ
イ
は
、
到
着
後
直
ち
に
、
マ
オ
リ
の
地
方
自
治
体
を
作
り
、
マ
オ

リ
に
一
定
の
自
治
権
を
与
え
る
と
い
う
政
策
を
立
案
し
、
フ
ォ
ッ
ク
ス

な
っ
て
、
政
府
軍
は
マ
ホ
エ
タ
ヒ
（M

ahoetahi

）
の
砦
に
籠
も
る
マ
オ

リ
の
主
力
軍
を
包
囲
す
る
の
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
マ
オ
リ
側
の
正
確

無
比
の
射
撃
の
前
に
、
従
来
型
の
突
撃
で
の
攻
略
を
あ
き
ら
め
、
塹
壕
を

掘
っ
て
持
久
戦
に
出
た
。
こ
れ
は
、
第
一
次
大
戦
で
行
わ
れ
た
塹
壕
戦
の
、

世
界
最
初
の
先
例
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
塹
壕
に
籠
も
っ
て
い
て
も
、
マ
オ

リ
は
激
し
く
銃
撃
し
て
く
る
た
め
に
、
塹
壕
は
一
日
平
均
し
て
六
〇
ｍ
し

か
掘
り
進
め
ず
、
死
傷
者
が
続
出
す
る
と
い
う
激
戦
と
な
っ
た
。
一
八
六

一
年
二
月
の
時
点
で
、
英
国
軍
は
マ
オ
リ
の
要
塞
か
ら
七
五
〇
ｍ
離
れ
て

い
た
。
一
ヶ
月
後
、
そ
の
距
離
は
一
〇
〇
ｍ
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
こ
に
至
っ
て
、
マ
オ
リ
王
の
陰
の
実
力
者
タ
ミ
ハ
ナ
が
、
調
停
者
と

し
て
現
れ
た
。
キ
ン
ギ
は
タ
ミ
ハ
ナ
の
勧
め
に
応
じ
て
交
渉
に
応
じ
る
と

し
、
一
八
六
一
年
三
月
一
八
日
、
政
府
軍
と
休
戦
協
定
を
結
ん
だ
。
休
戦

の
条
件
は
、
ワ
イ
タ
ラ
の
所
有
権
を
司
法
審
査
の
対
象
と
す
る
こ
と
、
ワ

イ
タ
ラ
を
審
査
し
て
い
る
間
、
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
の
南
西
に
あ
る
四
、
〇

〇
〇
エ
ー
カ
ー
の
土
地
は
マ
オ
リ
が
管
理
す
る
こ
と
、
と
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
マ
オ
リ
側
の
主
張
が
す
べ
て
通
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
植
民

地
政
府
側
の
全
面
敗
北
と
言
っ
て
良
い
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
タ
ミ
ハ
ナ
と
い

う
形
で
示
さ
れ
る
マ
オ
リ
王
の
力
を
、
恐
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
よ
り
先
、
一
八
六
一
年
一
月
二
三
日
に
、
タ
ラ
ナ
キ
戦
争
の
推
移

に
い
ら
だ
っ
た
英
本
国
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
英
雄
で
あ
る
キ
ャ
メ
ロ
ン



二
二
〇

　

こ
れ
ら
の
政
策
は
、
グ
レ
イ
が
一
貫
し
て
総
督
の
地
位
に
あ
っ
た
な
ら

ば
、
マ
オ
リ
か
ら
諸
手
を
挙
げ
て
歓
迎
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の

時
代
に
も
あ
る
程
度
の
効
果
を
上
げ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

ブ
ラ
ウ
ン
時
代
の
経
験
を
し
た
マ
オ
リ
か
ら
は
、
懐
疑
的
に
受
け
止
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

確
か
に
、
こ
の
政
策
は
、
マ
オ
リ
の
首
長
達
に
、
英
国
か
ら
の
給
与
に

依
存
す
る
習
慣
を
付
け
さ
せ
、
英
国
か
ら
の
独
立
を
妨
げ
る
狙
い
の
も
の

だ
か
ら
、
そ
の
猜
疑
心
は
正
し
い
も
の
と
言
え
る
。
グ
レ
イ
は
、
対
外
的

に
は
、
マ
オ
リ
王
擁
立
運
動
に
敬
意
を
持
っ
て
対
応
し
た
。
し
か
し
、
グ

レ
イ
の
本
当
の
狙
い
は
、
マ
オ
リ
に
英
国
制
度
へ
の
共
感
を
植
え
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
マ
オ
リ
王
制
を
突
き
崩
す
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る（（10
（

。

　

ワ
イ
カ
ト
川
（W

aikato River

）
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
長
の

全
長
四
二
五
㎞
の
河
川
で
、
ル
ア
ペ
フ
山
東
丘
か
ら
タ
ウ
ポ
湖
を
経
由
し
、

ワ
イ
カ
ト
平
原
を
北
西
に
流
れ
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
北
に
あ
る
、
ワ
イ
カ

ト
港
で
タ
ス
マ
ン
海
へ
と
注
ぐ
。
ワ
イ
カ
ト
川
は
急
流
で
、
そ
れ
ま
で
は

四
五
マ
イ
ル
離
れ
た
町
に
カ
ヌ
ー
で
行
く
場
合
に
は
、
下
り
は
ほ
ん
の
数

時
間
で
済
む
の
に
、
川
を
遡
る
際
に
は
丸
二
日
以
上
も
掛
か
っ
て
い
た
。

グ
レ
イ
は
、
こ
こ
に
最
新
鋭
の
蒸
気
船
を
走
ら
せ
る
計
画
を
発
表
し
た
。

汽
船
は
鋼
鉄
製
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
防
弾
性
能
を
有
し
て
い
る（（10
（

。

　

ま
た
、
グ
レ
イ
は
、
か
つ
て
マ
オ
リ
に
好
評
で
あ
っ
た
道
路
の
拡
充
計

画
を
再
開
さ
せ
た
が
、
そ
の
一
つ
、
グ
レ
ー
ト
サ
ウ
ス
ロ
ー
ド
（Great 

（W
illiam

 Fox

）
首
相
も
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
北
島
の
マ

オ
リ
居
住
地
を
二
〇
地
域
に
区
分
す
る
。
各
地
域
は
六
地
区
（hundred

）

に
分
け
ら
れ
、
各
地
区
か
ら
二
名
が
地
域
議
会
（R

（
（9
（

unanga

）
に
代
表
を

送
る
。
地
域
議
会
の
議
長
を
駐
在
弁
務
官
（Resident Com

m
issioner

）

が
務
め
る
。
各
地
域
に
は
五
名
の
マ
オ
リ
巡
査
が
お
か
れ
、
毎
年
制
服
と

一
〇
ポ
ン
ド
の
俸
給
が
与
え
ら
れ
る
。
駐
在
弁
務
官
に
は
、
マ
オ
リ
の
中

か
ら
選
出
さ
れ
て
総
督
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
一
二
名
の
公
務
員
が
付
き
、

彼
ら
に
は
年
四
〇
～
五
〇
ポ
ン
ド
の
俸
給
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

地
域
議
会
は
、
総
督
の
許
可
を
条
件
と
は
す
る
が
、
学
校
や
病
院
を
維

持
し
、
係
争
中
の
土
地
問
題
を
決
定
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
マ
オ
リ

の
教
育
、
安
全
及
び
宗
教
問
題
に
つ
い
て
は
特
に
慎
重
な
考
慮
が
払
わ
れ
、

英
国
教
会
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
及
び
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
職
者

は
、
そ
の
地
区
に
入
植
し
、
彼
ら
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
と
さ
れ
た（（10
（

。

　

一
八
六
二
年
に
は
、
原
住
民
土
地
法
（N

ative Land A
ct 1862

）
が

制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
マ
オ
リ
に
関
す
る
土
地
紛
争
の
た
め
の
特
別
裁

判
所
の
設
置
を
定
め
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
マ
オ
リ
の
首
長
達
が
裁
判
官

と
な
っ
た
（
但
し
、
白
人
の
弁
務
官
が
議
長
を
務
め
た
）。
ま
さ
に
キ
ン

ギ
が
求
め
て
い
た
公
平
な
第
三
者
で
あ
り
、
タ
ミ
ハ
ナ
の
い
う
司
法
的
解

決
の
た
め
の
機
関
と
い
え
る
。
ま
た
、
同
法
は
、
マ
オ
リ
に
、
政
府
を
経

由
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
入
植
者
と
交
渉
す
る
権
限
を
与
え
た（（10
（

。



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
二
一

そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
一
万
四
、〇
〇
〇
人
も
の
金
鉱
掘
り
が
集

ま
っ
て
い
た（（10
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
欧
州
人
人
口
の
増
加
は
さ
ら
に
加
速
さ
れ
、

マ
オ
リ
の
英
国
に
対
す
る
警
戒
心
を
一
層
刺
激
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

う
し
て
、
政
治
状
況
は
急
速
に
悪
化
し
た
。

　

一
九
六
三
年
三
月
に
、
政
府
が
コ
ヘ
コ
ヘ
（K

ohekohe

）
に
裁
判
所

を
新
築
し
よ
う
と
し
た
が
、
マ
オ
リ
の
騒
動
で
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
る
事

態
が
発
生
し
た
。
四
月
に
は
ゴ
ー
ス
ト
が
ア
ワ
ム
ツ
（A

w
am

utu

）
か

ら
退
去
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
ゴ
ー
ス
ト
は
、
タ
ミ
ハ
ナ
の
友
人
で
あ
っ

た
。
タ
ミ
ハ
ナ
は
、
こ
の
時
期
、
ア
ワ
ム
ツ
に
マ
オ
リ
商
業
学
校
（M

aori 
trade school

）
を
設
立
し
て
い
た
。
グ
レ
イ
は
、
一
八
六
一
年
に
ゴ
ー

ス
ト
を
最
初
は
そ
の
学
校
の
監
察
官
に
任
命
し
、
後
に
駐
在
弁
務
官

（resident m
agistrate

）
に
任
命
し
た
。
ま
た
、
ワ
イ
カ
ト
地
区
の
教

育
委
員
会
委
員
に
も
任
命
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
ゴ
ー
ス
ト
は
平
穏
裏

に
こ
の
時
ま
で
そ
の
地
で
暮
ら
し
て
い
た
の
だ
が
、
マ
オ
リ
の
間
に
欧
州

人
に
対
す
る
猜
疑
心
が
募
っ
て
き
た
結
果
、
ア
ワ
ム
ツ
地
区
を
支
配
す
る

ン
ガ
チ
・
マ
ニ
ア
ポ
ト
族
（N

gati M
aniapoto tribe

）
は
、
彼
を
敵
視

し
て
暗
殺
を
企
て
る
よ
う
に
な
り
、
タ
ミ
ハ
ナ
の
権
力
を
持
っ
て
し
て
も
、

ゴ
ー
ス
ト
を
守
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る（（10
（

。

　
　

５　

第
二
次
タ
ラ
ナ
キ
戦
争

　

グ
レ
イ
は
、
戦
争
回
避
の
努
力
の
一
環
と
し
て
、
自
ら
ワ
イ
タ
ラ
に
出

向
き
、
タ
ラ
ナ
キ
戦
争
勃
発
の
原
因
と
な
っ
た
、
購
入
は
正
し
く
な
か
っ

South Road

）
は
、
そ
れ
ま
で
の
悪
路
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
軍

を
迅
速
に
マ
オ
リ
王
の
支
配
地
域
に
運
ぶ
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
そ
の
道
路
工
事
を
担
当
し
た
の
は
、
主
戦
派
で
あ
る
キ
ャ
メ
ロ
ン

指
揮
下
の
部
隊
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
い
ず
れ
も
マ
オ
リ
王
の
本
拠
地
で
あ
る
ワ
イ
カ
ト

平
原
に
、
英
国
軍
が
侵
攻
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
効
果
も
持
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
マ
オ
リ
王
側
の
猜
疑
心
を
よ
り
刺
激
す
る
こ

と
と
な
っ
た（（10
（

。

　

ま
た
、
グ
レ
イ
は
、
命
令
を
受
け
て
い
る
以
上
、
戦
争
の
た
め
の
準
備

を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
然
、
マ
オ
リ
か
ら
見
れ
ば
、
和

平
に
対
す
る
グ
レ
イ
の
真
意
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
行
動
で
あ
っ
た
。

　
「
狼
に
注
意
し
ろ
」
と
タ
ミ
ハ
ナ
は
書
い
て
い
る
。「
狼
と
は
、
我
々
を

騙
そ
う
と
し
て
い
る
総
督
の
こ
と
で
あ
る（（10
（

。」

　

こ
う
し
て
、
グ
レ
イ
の
導
入
し
た
融
和
策
は
、
こ
と
ご
と
く
疑
い
の
目

で
見
ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
マ
オ
リ
は
、
単
に
グ
レ
イ
の
設
立
し
た
裁

判
所
を
拒
絶
し
た
だ
け
で
な
く
、
彼
の
置
い
た
白
人
弁
務
官
を
ス
パ
イ
と

見
な
し
、
彼
の
作
っ
た
学
校
を
裏
切
り
者
の
養
成
所
と
み
な
し
た
の
で

あ
る（（10
（

。

　

ま
た
、
こ
れ
よ
り
少
し
前
、
一
八
六
一
年
五
月
二
〇
日
に
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
南
部
の
オ
タ
ゴ
で
金
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
が
新
聞
報
道
さ

れ
て
一
般
に
知
ら
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
世
界
中
か
ら
金
鉱
探
し
が
殺
到
し
、



二
二
二

ン
ド
の
防
衛
に
重
点
を
置
く
戦
略
を
採
り
、
七
月
一
一
日
に
、
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
南
部
地
域
に
住
む
マ
オ
リ
に
対
し
て
手
紙
を
送
り
、
英
国
に
忠
誠
を

誓
っ
て
武
器
を
置
く
か
、
守
備
地
域
か
ら
外
に
出
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ

の
時
点
で
も
、
グ
レ
イ
は
、
マ
オ
リ
と
の
全
面
対
決
を
避
け
る
た
め
の
努

力
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
グ
レ
イ
は
陸
軍
司
令
官
の
地
位
に
あ
っ
た
か
ら
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
将
軍
に
と
っ
て
は
上
司
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
キ
ャ

メ
ロ
ン
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
防
衛
の
た
め
の
拠
点
で
あ
る
と
い
う
口
実
の

下
に
、
そ
の
翌
日
の
一
八
六
三
年
七
月
一
二
日
、
し
た
が
っ
て
グ
レ
イ
の

手
紙
が
マ
オ
リ
側
に
届
く
以
前
に
、
マ
オ
リ
王
国
の
境
界
線
と
認
識
さ
れ

て
い
た
ラ
イ
ン
を
超
え
、
ワ
イ
カ
ト
川
に
沿
っ
て
進
撃
を
開
始
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
ワ
イ
カ
ト
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

　

戦
争
勃
発
後
は
、
グ
レ
イ
は
精
神
的
に
落
ち
込
み
、
命
令
に
も
一
貫
性

が
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
将
軍
は
自
由
に

作
戦
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

英
国
側
の
物
量
攻
勢
に
対
し
、
例
に
よ
っ
て
、
マ
オ
リ
側
は
ゲ
リ
ラ
戦

で
対
抗
し
た
。
し
か
し
、
道
路
を
建
設
し
、
着
実
に
前
線
を
推
し
進
め
る

英
国
側
の
戦
略
に
、
マ
オ
リ
側
は
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
一
八
六
四
年

三
月
三
一
日
か
ら
四
月
二
日
ま
で
オ
ラ
カ
ウ
（O

rakau

）
の
戦
い
で
終

わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
最
後
の
局
面
で
、
英
国
側
は
降
伏
を
呼
び
か
け
る
。
そ
れ
に
対
す

た
と
判
明
し
て
い
る
土
地
を
、
元
の
所
有
者
で
あ
る
キ
ン
ギ
に
返
還
し
よ

う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
行
動
の
目
的
は
、
マ
オ
リ
側
に
は
告
知
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　

植
民
地
政
府
の
首
相
は
こ
の
時
点
で
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
か
ら
ド
メ
ッ
ト

（A
lfred D

om
ett

）
に
代
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
内
閣
は
当
初
そ
れ
に

難
色
を
示
し
、
数
週
間
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
承
諾
し
た
。
こ
の
彼
ら
の

躊
躇
が
、
高
価
な
代
価
を
支
払
う
原
因
と
な
る
。
マ
オ
リ
側
は
、
グ
レ
イ

の
こ
の
計
画
の
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
タ
ラ
ナ
キ
に
お
け
る
軍
の
行

動
に
神
経
を
と
が
ら
せ
、
つ
い
に
五
月
四
日
に
、
英
国
軍
の
小
部
隊
を

ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
近
郊
で
待
ち
伏
せ
攻
撃
し
、
ほ
と
ん
ど
全
滅
に
近
い
打

撃
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
第
二
次
タ
ラ
ナ
キ
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

四
日
後
の
五
月
八
日
、
政
府
は
よ
う
や
く
ワ
イ
タ
ラ
に
お
け
る
土
地
の
返

還
を
官
報
に
広
告
し
た
が
、
も
は
や
手
遅
れ
で
あ
っ
た（（10
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
第
二
次
タ
ラ
ナ
キ
戦
争
は
短
時
間
で
終
了
す
る
。
一
八

六
三
年
六
月
四
日
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
率
い
る
英
国
軍
は
、
タ
ラ
ナ
キ
に
お
け

る
マ
オ
リ
側
の
拠
点
で
あ
る
カ
チ
カ
ラ
（K

atikara

）
で
、
そ
の
地
の
マ

オ
リ
側
戦
力
を
圧
倒
す
る
の
に
成
功
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　

６　

ワ
イ
カ
ト
戦
争

　

戦
い
の
局
面
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
南
に
位
置
す
る
ワ
イ
カ
ト
に
い
る

マ
オ
リ
王
と
ど
う
対
決
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
移
っ
た
。
グ
レ
イ
は
「
ニ

ン
ジ
ン
と
鞭
」
政
策
を
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
グ
レ
イ
は
、
オ
ー
ク
ラ



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
二
三

ン
ド
戦
争
と
い
う
血
で
購
っ
た
参
政
権
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

只
、
そ
の
時
点
で
の
欧
州
人
と
マ
オ
リ
の
人
口
比
か
ら
す
れ
ば
、
一
〇
数

議
席
が
与
え
ら
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
一
部
の
マ
オ
リ

は
一
般
投
票
権
を
有
し
て
い
た
か
ら
、
彼
ら
は
二
重
の
投
票
権
を
持
つ
こ

と
に
な
っ
た（（11
（

。
た
だ
し
、
一
八
九
三
年
の
法
改
正
以
降
は
、
マ
オ
リ
は
一

般
投
票
を
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
国
会
で
の
発
言
の
機
会
を
与
え
等
得
た
結
果
、
マ
オ
リ
の

闘
争
は
、
国
会
で
戦
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ（（11
（

な
ど
、
優
れ
た

マ
オ
リ
出
身
の
議
員
が
そ
こ
で
活
躍
し
、
マ
オ
リ
の
権
利
回
復
に
努
力
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
一
九
七
四
年
以
降
、
マ
オ
リ
は
普
通
参
政
権

を
得
た
か
ら
、
彼
ら
は
、
マ
オ
リ
特
別
枠
に
投
票
す
る
か
、
一
般
枠
で
投

票
す
る
か
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
一
九
九
六
年
選
挙
の
際
に
マ
オ

リ
特
別
議
席
は
五
議
席
に
増
や
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
選
挙
で
は
七
議
席
に

増
加
し
た
。

［
お
わ
り
に
］

　

本
稿
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
の
う
ち
、
特
に
一
八
五
二
年

憲
章
の
た
ど
っ
た
運
命
に
、
大
き
な
紙
幅
を
投
じ
た
。
憲
法
と
い
う
も
の

は
、
単
に
立
派
な
文
言
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
良
い
、
と
い
う
も
の
で
は
無

い
。
そ
れ
を
、
人
々
が
き
ち
ん
と
遵
守
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
つ
も
の

だ
と
言
う
こ
と
が
、
同
憲
章
の
た
ど
っ
た
不
幸
な
運
命
に
よ
く
示
さ
れ
て

る
マ
オ
リ
側
の
答
は
有
名
な
も
の
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
書
に

も
載
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る（（11
（

。

「E hoa, ka w
haw

hai tonu m
atou ake! A

ke! A
ke! 

（
友
よ
、

我
々
は
永
遠
に
戦
う
！
永
遠
に
！
永
遠
に
！
）」

　

こ
う
し
て
、
若
い
植
民
地
に
莫
大
な
経
済
的
負
担
を
か
け
、
二
つ
の
民

族
の
ど
ち
ら
に
も
利
益
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
戦
争
は
終
わ
っ
た
の
で
あ

る
。
グ
レ
イ
は
一
八
六
八
年
に
解
職
さ
れ
て
英
国
に
帰
還
し
た（（11
（

。

　

タ
ミ
ハ
ナ
と
そ
の
一
族
が
講
和
に
応
じ
た
の
は
一
八
六
五
年
で
あ
る
。

タ
ラ
ナ
キ
戦
争
の
原
因
と
な
っ
た
キ
ン
ギ
が
応
じ
た
の
は
一
八
七
二
年
、

そ
し
て
マ
オ
リ
王
が
応
じ
た
の
は
一
八
八
一
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一

八
六
四
年
以
降
は
、
も
は
や
戦
い
は
な
か
っ
た（（11
（

。

　
　

７　

マ
オ
リ
参
政
権

　

一
八
六
七
年
、
つ
ま
り
、
ま
だ
マ
オ
リ
王
が
降
伏
し
て
い
な
い
時
点
で
、

議
会
は
マ
オ
リ
代
表
法
（M

aori Representation A
ct 1867

）
を
制

定
し
、
憲
法
の
解
釈
は
変
え
な
い
ま
ま
に
、
マ
オ
リ
に
、
所
有
財
産
等
の

条
件
は
一
切
無
く
、
議
会
に
四
議
席
の
特
別
枠
を
与
え
た（（11
（

。
こ
れ
に
よ
り

二
一
歳
以
上
の
マ
オ
リ
男
性
は
す
べ
て
、
そ
の
特
別
枠
に
対
す
る
投
票
権

を
得
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
男
性
に
財
産
制
限
の
な
い
普
通
参
政

権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
一
八
七
三
年
、
婦
人
参
政
権
が
認
め
ら
れ
た
の
は

一
八
九
三
年
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
早
く
、
マ
オ
リ
は
限

定
的
な
形
で
は
あ
る
が
普
通
参
政
権
を
得
た
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ



二
二
四

（
２
）　

先
住
民
マ
オ
リ
の
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
移
住
に
つ
い
て
は
、
沢
井

淳
弘
『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植
民
の
歴
史
』
昭
和
堂
二
〇
〇
三
年
刊
、
一
一
章

「
マ
オ
リ
の
歴
史
」
参
照
、
特
に
大
移
住
に
つ
い
て
は
二
一
二
頁
以
下
参
照
。

（
３
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
島
々
に
住
む
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
住
民
の
言
語
に
は
、

日
本
列
島
に
住
む
人
を
日
本
人
と
呼
称
す
る
よ
う
な
意
味
で
の
、
そ
れ
ら
の
島
々

に
住
む
民
だ
け
を
指
す
言
葉
は
な
か
っ
た
。M

aori

と
は
「
正
常
な
人
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
欧
州
人
の
意
味
で
使
わ
れ
るPekaha

と
は
「
異
常
な
人
」

と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
七
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府

は
、
そ
れ
ま
で
法
令
中
で
使
用
さ
れ
て
い
たN

atives

と
い
う
言
葉
を
、
す
べ

てM
aori

と
い
う
語
に
置
き
換
え
る
と
法
定
し
た
（M

aori Purposes A
ct 

1947 

参
照
）。
本
稿
も
そ
れ
に
し
た
が
い
、
同
国
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
住
民
を
マ

オ
リ
と
呼
称
す
る
。

（
４
）　

こ
の
箇
所
以
降
に
お
け
る
欧
州
人
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
到
来
前
後
の
記

述
は
、
基
本
的
に
は
沢
井
・
注
二
紹
介
書
二
一
六
頁
以
下
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に

よ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
発
見
」
に
依
存
し
て
い
る
。

（
５
）　

コ
ロ
ラ
レ
カ
の
初
期
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w

w
.nzhistory.net.nz/culture/m

issionaries/kororareka

　
　

こ
のnz history

と
い
う
サ
イ
ト
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
文
化
遺
産

省
歴
史
グ
ル
ー
プ
（H

istory Group

）
の
制
作
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

（
６
）　Jam

es Busby, 

“Authentic Inform
ation relative to N

ew
 South 

W
ales and N

ew
 Zealand

” London: Sim
pkin and M

arshall, Stationers

’ 
Court. 1832.

（
７
）　

“A Brief M
em

oir, relative to the Islands of N
ew

 Zealand

” バ
ズ

ビ
ー
・
注
六
紹
介
書
五
五
頁
以
下
参
照
。

（
８
）　

原
語
がFlax

で
あ
る
た
め
、
麻
と
訳
し
て
い
る
が
、
学
名
をphorm

ium
 

tenax
と
い
う
こ
の
植
物
は
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
科
の
植
物
で
あ
っ
て
、
日
本
で

い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
グ
レ
イ
が
同
憲
章
の
実
施
を
担
当
し
て

い
れ
ば
、
あ
る
い
は
ブ
ラ
ウ
ン
が
、
そ
の
文
言
の
誠
実
な
実
施
に
あ
た
っ

て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
戦
争
は
起
こ
る
こ
と
が

な
く
、
莫
大
な
戦
費
と
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
わ
が
国
憲
法
一
二
条
は
「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及

び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
憲
法
を
守
る
た
め
に
不
断
の
努
力
が

必
要
な
の
は
、
人
権
ば
か
り
で
な
く
、
憲
法
の
あ
ら
ゆ
る
条
項
に
つ
い
て

言
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
後
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法
の
変
遷
の
概
略
を
説
明
す

る
。

　

一
九
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
英
帝
国
会
議
（Im

perial Conferences

）

の
結
果
、
同
年
九
月
二
六
日
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
連
邦

内
の
自
治
領
と
な
り
、
事
実
上
独
立
し
た
。
一
九
三
一
年
に
英
国
議
会
は
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
を
定
め
、
自
治
領
の
独
立
を
認
め
た
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
議
会
が
同
憲
章
を
批
准
し
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦

を
挟
ん
だ
一
九
四
七
年
だ
っ
た
。
一
九
八
六
年
に
な
っ
て
、
一
八
五
二
年

憲
章
を
全
面
的
に
見
直
し
た
憲
法
法
が
制
定
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

（
１
）　Philip A

ustin Joseph 

‘Constitutional and A
dm

inistrative Law
 

in N
ew

 Zealand

’ （4th Edition

）, T
hom

son/Brookers, 2007 P1 

参
照
。



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
二
五

（
14
）　

こ
の
ン
ガ
イ
・
タ
フ
と
ン
ガ
チ
・
ト
ア
の
間
の
戦
争
は
、
そ
の
後
、
今
度

は
ン
ガ
イ
・
タ
フ
が
攻
め
込
む
な
ど
、
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
、
結
局
一
八

三
九
年
に
な
っ
て
和
平
が
結
ば
れ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
の
サ
イ
ト
の

論
考
を
参
照
。

　
　

T
e M

aire T
au. 

‘Ngai T
ahu - W

ars w
ith N

gati T
oa

’, Te A
ra - 

the Encyclopedia of N
ew

 Zealand, updated 22-Sep-12

　
　

U
RL: http://w

w
w

.T
eA

ra.govt.nz/en/ngai-tahu/page-6

　
　

こ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
文
化
遺
産
省
（M

inistry for Culture 
and H

eritage / T
e M

anatu T
aonga

）
の
設
け
て
い
る
、T

e A
ra Ency-

clopedia of N
ew

 Zealand

と
い
う
サ
イ
ト
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ト
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
選
択
し
た
様
々
な
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
分
野
の

専
門
家
が
執
筆
し
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
ン
ガ
イ
・
タ
フ
族
の
歴
史
に
関

し
て
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
に
あ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
ン
ガ
イ
・
タ

フ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（D

irector, N
gai T

ahu Research Centre U
niversity 

of Canterbury

）
で
あ
るT

e M
aire T

au

が
執
筆
し
て
い
る
。

（
15
）　

バ
ズ
ビ
ー
の
、
こ
の
時
期
の
一
連
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
注
一
四
紹
介

T
e A

ra Encyclopedia of N
ew

 Zealand

サ
イ
ト
中
の
バ
ズ
ビ
ー
に
関
す

る
次
の
論
考
に
、
基
本
的
に
準
拠
し
て
い
る
。

　
　

Claudia O
range. 

‘Busby, Jam
es

’, from
 the D

ictionary of N
ew

 
Zealand Biography. T

e A
ra - the Encyclopedia of N

ew
 Zealand, 

updated 5-Jun-2013

　
　

U
RL: http://w

w
w

.T
eA

ra.govt.nz/en/biographies/1b54/busby- 
jam

es
（
16
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
旗
の
不
存
在
に
よ
り
発
生
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、

次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

　
　

K
erryn Pollock. 

‘Flags - N
ew

 Zealand flag

’, T
e A

ra - the En-

い
う
麻
や
亜
麻
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
種
の
植
物
で
あ
る
（
日
本
で
は
マ
オ
ラ

ン
と
呼
ば
れ
る
）。

（
９
）　

オ
ナ
ウ
ェ
虐
殺
事
件
に
つ
い
て
は
、
バ
ズ
ビ
ー
・
注
七
紹
介
の
報
告
を
始

め
と
し
て
、
様
々
な
書
物
や
サ
イ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
書

物
が
最
も
詳
細
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
本
文
に
お
け
る
事
件
紹
介
は
、

そ
れ
に
準
拠
し
て
記
述
し
て
い
る
。

　

“Tales of Banks Peninsula

” by H
ow

ard Charles Jacobson, Jam
es 

W
est Stack, Publisher: A

karoa N
.Z.: H

.C. Jacobson 1893. P139 

以
下

（
10
）　

バ
ズ
ビ
ー
は
、
ン
ガ
チ
・
ト
ア
の
こ
と
をK

apity

と
、
そ
し
て
ン
ガ
イ
・

タ
フ
の
こ
と
をM

arinouis

と
、
記
述
し
て
い
る
。
な
お
、
マ
オ
リ
の
部
族
名

は
、N

gat

、N
ga

、A
ti

（
い
ず
れ
も
子
孫
を
意
味
す
る
マ
オ
リ
語
）
の
後
に
、

そ
の
始
祖
の
名
が
つ
く
形
を
と
る
。
沢
井
・
注
二
紹
介
書
第
一
〇
章
「
先
住
民

マ
オ
リ
の
社
会
構
造
」、
特
に
一
九
四
頁
参
照
。

（
11
）　

マ
オ
リ
の
社
会
構
造
は
、m

ana

（
威
信
）
と
い
う
概
念
を
中
心
に
動
い

て
い
る
。「m

ana

が
傷
つ
け
ら
れ
た
場
合
、utu

（
報
復
）
が
お
こ
な
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。〈
中
略
〉
マ
オ
リ
社
会
で
は
、『
目
に
は
目
を
、
歯
に
は
歯

を
』
と
い
う
報
復
の
絶
対
性
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
。utu

を
遂
げ
る
た
め
に
何

年
も
待
っ
て
も
よ
く
、utu

を
忘
れ
る
こ
と
は
恥
で
あ
っ
た
。」（
沢
井
・
注
二

紹
介
書
二
〇
一
頁
よ
り
引
用
）

（
12
）　

バ
ズ
ビ
ー
・
注
七
紹
介
論
文
中
で
は
、
船
の
名
前
も
船
長
名
も
伏
せ
字
に

な
っ
て
い
る
。

（
13
）　

バ
ズ
ビ
ー
・
注
七
紹
介
論
文
で
は
、
虐
殺
さ
れ
た
人
数
は
二
〇
〇
人
で
、

他
に
捕
虜
が
五
〇
人
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
注
九
紹
介
書
は
六
〇
〇
人
と
し

て
お
り
、
ま
た
、
他
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
一
、二
〇
〇
人
と
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
な
ど
、
各
種
数
字
が
存
在
し
て
お
り
、
被
害
者
総
数
は
、
は
っ
き
り
し

な
い
。



二
二
六

さ
ら
に
移
民
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
労
働
力
は
枯
渇
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う

し
て
植
民
地
は
発
展
し
、
最
終
的
に
は
自
治
領
に
な
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
21
）　

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
計
画
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
沢
井
・
注
二

紹
介
書
第
一
章
「
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
計
画
と
は
何
か
」
八
頁
以
下
参
照
。

本
文
に
紹
介
し
た
文
章
は
同
一
六
頁
よ
り
引
用
。

（
22
）　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
は
九
人
姉
弟
で
、
エ
ド
ワ
ー
ド
が

長
男
、
陸
軍
中
佐
ダ
ニ
エ
ル
が
次
男
、
海
軍
艦
長
ア
ー
サ
ー
（A

rthur

）
が

三
男
、
弁
護
士
ウ
ィ
リ
ア
ム
（W

illiam
 H

ayw
ard

）
が
四
男
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
の
一
員
と
し
て
活
動
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
歴
史
の
一
部
と
な
る
。

（
23
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
社
の
初
期
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
沢
井
・
注
二
紹

介
書
二
一
九
頁
参
照
。

（
24
）　

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
開
発
は
、
総
督
ハ
イ
ン
ド
マ
ー
シ
ュ
（John 

H
indm

arsh

）
の
指
導
性
の
欠
如
な
ど
か
ら
、
一
八
四
一
年
ま
で
に
売
却
さ
れ

た
二
九
万
九
、〇
〇
〇
エ
ー
カ
ー
の
う
ち
、
耕
作
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
に
二
、五

〇
〇
エ
ー
カ
ー
に
す
ぎ
ず
、
植
民
地
財
政
は
破
綻
し
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

の
唱
え
た
組
織
的
植
民
は
事
実
上
失
敗
し
た
。
ハ
イ
ン
ド
マ
ー
シ
ュ
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
次
を
参
照
。

　
　

http://w
w

w
.let.osaka-u.ac.jp/seiyousi/bun45dict/dict-htm

l/ 
00547_H

indm
arshJohn.htm

l

　
　

こ
れ
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
が
設
け
て
い
る
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
事
典
」
と

い
う
サ
イ
ト
中
に
あ
る
文
書
で
あ
る
。

（
25
）　

こ
の
日
、
布
告
等
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
の
一

一
頁
以
下
を
参
照
。
こ
の
本
の
筆
者
で
あ
る
コ
レ
ン
ゾ
（W

illiam
 Colenso

）

は
Ｃ
Ｍ
Ｓ
宣
教
師
で
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
調
印
に
あ
た
り
、
通
訳
を
担
当
し
た

cyclopedia of N
ew

 Zealand, updated 13-Jul-12
 　

　
U

RL: http://w
w

w
.T

eA
ra.govt.nz/en/flags/page-1

（
17
）　

独
立
宣
言
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

　
　

Basil K
eane. 

‘He W
hakaputanga – D

eclaration of Independence

’, 
T

e A
ra - the Encyclopedia of N

ew
 Zealand, updated 9-N

ov-12

　
　

U
RL: http://w

w
w

.T
eA

ra.govt.nz/en/he-w
hakaputanga-declaration- 

of-independence

（
18
）　

独
立
宣
言
の
、
英
文
及
び
マ
オ
リ
語
の
対
比
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト

を
参
照
。

　
　

http://w
w

w
.w

aitangi.co.nz/declarationindependence.htm

（
19
）　

ホ
ブ
ソ
ン
に
関
し
て
は
、
次
に
主
と
し
て
準
拠
し
て
記
述
し
て
い
る
。

　
　

K
. A

. Sim
pson. 

‘Hobson, W
illiam

’, from
 the D

ictionary of N
ew

 
Zealand Biography. T

e A
ra - the Encyclopedia of N

ew
 Zealand, 

updated 22-O
ct-2013

　
　

U
RL: http://w

w
w

.T
eA

ra.govt.nz/en/biographies/1h29/hobson- 
w

illiam

（
20
）　E

dw
ard G

ibbon W
akefield, R

obert G
ouger 

“A Letter from
 

Sydney: T
he Principal T

ow
n of A

ustralasia

” J. Cross 1829

　
　

https://archive.org/details/aletterfrom
sydn00gouggoog

　

そ
こ
で
論
じ
ら
れ
た
組
織
的
植
民
論
の
内
容
を
大
ま
か
に
紹
介
す
れ
ば
、
富
裕

な
資
本
家
だ
け
が
土
地
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
、
植
民
地
の
公
有
地
売
却
価
格

を
十
分
に
高
く
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
労
働
者
が
す
ぐ
に
独
立
し
た
農
民
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
資
本
家
は
こ
の

労
働
力
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
土
地
売
却
で
得
た
資
金
を
移
民

導
入
に
用
い
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
労
働
力
を
本
国
イ
ギ
リ
ス
か
ら
植
民
地
へ
移

動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
者
が
資
金
を
貯
め
て
土
地
を
購
入
す
れ
ば
、



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
二
七

　
　

http://w
w

w
.treaty2u.govt.nz/the-treaty-up-close/treaty-of- 

w
aitangi/

（
30
）　

英
語
版
と
マ
オ
リ
語
版
の
意
味
の
相
違
に
関
す
る
記
述
は
、
矢
部
明
宏

「
諸
外
国
の
憲
法
事
情
３　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
憲
法
事
情
」
国
立
国
会
図

書
館
刊
一
三
六
頁
よ
り
引
用
。

（
31
）　

一
八
七
七
年
に
、
プ
レ
ン
ダ
ー
ガ
ス
ト
（Jam

es Prendergast

）
首
席

判
事
は
、
“the W

i Parata v Bishop of W
ellington

” 

事
件
（
ン
ガ
チ
・
ト

ア
族
は
、
一
八
四
八
年
に
同
部
族
の
若
者
の
た
め
の
学
校
を
建
設
す
る
と
い
う

約
束
と
ひ
き
か
え
に
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
に
土
地
を
寄
付
し
た
が
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
約
束
を
守

ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
件
）
に
お
い
て
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
は
司
法
的
に
も
憲

法
的
に
も
価
値
が
無
い
と
判
決
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
マ
オ
リ
は
野
蛮
人
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
条
約
を
結
ぶ
に
必
要
な
能
力
を
持
つ
民
族
で
は
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
と
し
た
。
な
お
、
こ
の
判
決
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
、
当
時
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
の
枢
密
院
で
覆
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
の
設
け
て
い
る
次
の
サ

イ
ト
を
参
照
。

　
　

http://w
w

w
.nzlii.org/nz/journals/V

U
W

Law
Rw

/2004/4.htm
l

（
32
）　

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

　
　

http://w
w

w
.legislation.govt.nz/act/public/1975/0114/latest/

D
LM

435368.htm
l

（
33
）　

本
文
に
引
用
し
た
ワ
イ
タ
ン
ギ
審
判
所
の
活
動
内
容
の
紹
介
文
は
、
岡
野

内
正
「
植
民
地
化
不
正
義
審
判
所
の
可
能
性
―
最
近
の
先
住
民
研
究
に
触
発
さ

れ
て
の
一
試
論
―
」（『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
』
三
八
二
号
（
二
〇
〇
六

年
）
二
～
三
七
頁
）
の
冒
頭
の
一
節
で
あ
る
。

（
34
）　

特
許
状
は
、
常
に
“letters

”
と
複
数
形
で
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ

の
ラ
テ
ン
語
形
のlitterae patentes

に
由
来
す
る
。

Ｃ
Ｍ
Ｓ
宣
教
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
同
僚
で
あ
る
。
本
書
は
、
条
約
調
印
に
出
席

し
、
直
接
に
そ
の
状
況
を
見
聞
し
た
コ
レ
ン
ゾ
が
、
本
国
向
け
に
執
筆
し
た
報

告
書
で
あ
る
。

　
　

“The A
uthentic and Genuine H

istory of T
he Sigining of T

he 
T

reaty of W
aitangi N

ew
 Zealand, February 5 and 6, 1840

” by W
. 

C
O

LE
N

SO
 1890, W

ellington. by A
uthority: G

eorge D
idsbury, 

Governm
ent Printer 1890. Reprinted Published by Capper Press 

Christchurch, N
ew

 Zealand 1971

　
　

ま
た
、
布
告
そ
の
も
の
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
書
附
録
（
三
七
頁
）
参
照
。

布
告
そ
の
も
の
が
、
英
語
版
と
マ
オ
リ
語
版
の
二
つ
が
、
予
め
用
意
さ
れ
て
い

た
。

（
26
）　

ホ
ネ
・
ヘ
ケ
は
、
子
ど
も
時
代
に
ケ
リ
ケ
リ
（K
erikeri

）
に
あ
っ
た
Ｃ

Ｍ
Ｓ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
特

に
通
訳
に
当
た
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
牧
師
を
深
く
信
頼
し
て
い
た
。
ホ
ネ
・
ヘ

ケ
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
次
の
サ
イ
ト
に
準
拠
し
て
い
る
。

　
　

Freda Rankin K
aw

haru. 

‘Heke Pokai, H
one W

irem
u

’, from
 the 

D
ictionary of N

ew
 Zealand Biography. T

e A
ra - the Encyclopedia 

of N
ew

 Zealand, updated 30-O
ct-2012

　
　

U
R

L: http://w
w

w
.T

eA
ra.govt.nz/en/biographies/1h16/heke-

pokai-hone-w
irem

u

（
27
）　

コ
レ
ン
ゾ
・
注
二
五
紹
介
書
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
28
）　

コ
レ
ン
ゾ
・
注
二
五
紹
介
書
三
四
頁
参
照
。

（
29
）　

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
、
英
語
版
及
び
マ
オ
リ
語
版
の
対
比
に
つ
い
て
は
、

次
の
サ
イ
ト
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
立
図
書

館
・
公
文
書
館
な
ど
が
作
成
し
て
い
る
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
に
関
す
る
総
合
的
な

資
料
サ
イ
ト
で
あ
る
。



二
二
八

郷
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
方
名
に
由
来
す
る
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
、
ア
ル
ス

タ
ー
、
マ
ン
ス
タ
ー
、
レ
ン
ス
タ
ー
及
び
コ
ノ
ー
ト
（Connacht

）
の
四
地

方
が
あ
る
。）。

（
40
）　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
自
身
の
手
で
、
そ
の
在
任
時
代
の
状
況
及
び
自
分
の

行
動
を
述
べ
た
次
の
書
を
刊
行
し
て
い
る
の
で
、
本
文
の
記
述
の
多
く
は
そ
れ

に
依
存
し
て
い
る
。

　
　

“Rem
arks on N

ew
 Zealand: in February 1846

” by Robert Fitz-Roy, 
London: W

. and H
. W

hite, 24, Pall M
all. 1846.

　

な
お
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
の
伝
記
的
な
概
略
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

　
　

Ian W
ards. 

‘

FitzRoy, Robert

’

, from
 the D

ictionary of N
ew

 Zealand 
Biography. T

e A
ra - the Encyclopedia of N

ew
 Zealand, updated 

18-Sep-2013

　
　

U
RL: http://w

w
w

.T
eA

ra.govt.nz/en/biographies/1f12/fitzroy- 
robert

（
41
）　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
・
注
四
〇
紹
介
書
紹
介
書
一
四
頁
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ッ
ツ

ロ
イ
が
乗
っ
て
い
っ
た
軍
艦
は
、
彼
の
到
着
後
一
ヶ
月
し
か
お
ら
ず
、
ま
た
、

彼
が
自
由
に
で
き
る
軍
隊
は
、
当
初
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
い
た
第
八
〇
連
隊
（
七

八
名
）
の
み
で
あ
っ
た
。
後
に
第
九
六
連
隊
（
五
六
名
）
が
派
遣
さ
れ
て
ウ
ェ

リ
ン
ト
ン
に
駐
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
42
）　

ワ
イ
ラ
ウ
事
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

　
　

http://w
w

w
.nzhistory.net.nz/w

ar/w
airau-incident/further-infor-

m
ation, 

（M
inistry for Culture and H

eritage

）, updated 20-D
ec-2012

（
43
）　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
を
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
グ

ナ
カ
ル
タ
（the M

agna Charta of N
ew

 Zealand

）
と
呼
び
、
大
変
重
視

し
て
い
た
。
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
・
注
四
〇
紹
介
書
一
〇
頁
参
照
。

（
44
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

（
35
）　

一
八
四
〇
年
憲
章
は
、
正
式
名
称
を
“Charter for erecting the Colony 

of N
ew

 Zealand, and for creating and establishing a Legislative 
Council and an Executive Council

”
と
い
う
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
を
参
照
。

　
　

W
. D

avid M
cIntyre, and W

.J. Gardner, 

“Speeches and docum
ents 

on N
ew

 Zealand H
istory

” Oxford: Clarendon Press, 1971, P54 

以
下
。

（
36
）　

植
民
長
官
はColonial Secretary

の
訳
語
で
あ
る
。
原
語
は
、
英
本
国

に
お
け
る
植
民
大
臣
と
同
一
の
用
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
言
及
し
て
い

る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
総
督
の
下
僚
で
あ
っ
て
、
事
実
上

の
副
総
督
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
官
職
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る

公
共
事
業
（public service

）
を
担
当
し
た
。
一
九
〇
七
年
に
、
内
務
省

（D
epartm

ent of Internal A
ffairs

）
が
設
立
し
た
こ
と
か
ら
、
内
務
大
臣

に
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
。

　
　

出
典
＝
“History of the D

epartm
ent

”. T
he D

epartm
ent of Internal 

A
ffairs. Retrieved 3 July 2010.

（
37
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
一
九
五
一
年
に
上
院
を
廃
止
し
、
現
在
は
一
院

制
で
あ
る
。

　
　

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
藤
本
一
美
「
世
界
の
一
院
制
議
会
（
Ⅱ
）―
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
議
会
に
お
け
る
上
院
廃
止
」
専
修
大
学
社
会
科
学
年
報
第
四
四
号

一
六
三
頁
以
下
参
照
。

（
38
）　

行
政
評
議
会
は
、
内
閣
と
は
異
な
る
。
閣
僚
は
全
員
が
行
政
評
議
会
に
属

す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
特
定
の
者
だ
け
が
内
閣
を
構
成
す
る
。
二
〇
一
四
年
八

月
現
在
、
閣
僚
は
二
八
名
お
り
、
そ
の
う
ち
二
〇
名
が
内
閣
を
構
成
し
、
他
の

八
名
は
閣
外
相
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

http://w
w

w
.teara.govt.nz/en/cabinet-governm

ent/page-1

（
39
）　

こ
れ
ら
の
地
方
名
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
の
命
名
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
故



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
二
九

Rees and Lily Rees. N
ew

 Zealand: Printed and Published By H
. 

Brett, of Lake T
akapuna, at his General, Printing O

ffice, Shortland 
and Fort Streets, A

uckland. 1892.

（
49
）　

植
民
者
に
対
す
る
軍
事
訓
練
の
不
実
施
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
・

注
四
〇
紹
介
書
四
一
頁
参
照
。

（
50
）　

マ
オ
リ
＝
欧
州
人
間
の
土
地
売
買
の
自
由
化
措
置
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ッ

ツ
ロ
イ
・
注
四
〇
紹
介
書
三
五
頁
参
照
。

（
51
）　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
の
罷
免
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
・
注
四
〇
紹
介
書

五
〇
頁
参
照
。

（
52
）　

グ
レ
イ
は
、
ホ
ブ
ソ
ン
や
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
が
海
軍
士
官
（
艦
長
）
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
陸
軍
士
官
（
大
尉
）
で
あ
っ
た
。
ビ
ー
グ
ル
号
の
第
三
次
航
海

に
参
加
し
て
北
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
沿
岸
を
調
査
し
、
そ
の
後
、
一
八
四
〇
年

に
ア
ル
バ
ニ
ー
で
弁
務
官
を
務
め
、
一
八
四
一
年
か
ら
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総

督
に
着
任
す
る
。
当
時
の
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
財
政
は
、
注
二
四
に
述
べ
た
と

お
り
、
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
組
織
的
植
民
論
の
実
施
の
失
敗
か
ら
危
機
的

な
状
況
に
あ
っ
た
。
グ
レ
イ
は
そ
の
対
策
と
し
て
徹
底
的
な
支
出
の
削
減
を
行

い
、
植
民
者
か
ら
の
非
難
を
招
い
た
が
、
最
終
的
に
は
財
政
の
健
全
化
に
成
功

し
て
い
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、

　
　

“Sir George Grey Pioneer of Em
pire in Southern Lands

” By Geo. 
C. H

enderson, M
.A

., A
delaide U

niversity, A
pril 1907

、
第
四
章
及
び

第
五
章
参
照
。

（
53
）　

グ
レ
イ
が
到
着
直
後
に
首
長
達
と
会
議
を
開
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ヘ

ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二
紹
介
書
七
四
頁
参
照
。

（
54
）　

グ
レ
イ
の
手
紙
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二
紹
介
書
七
七
頁

よ
り
引
用
。

（
55
）　

ホ
ネ
・
ヘ
ケ
と
の
和
平
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二
紹
介
書

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
・
注
四
〇
紹
介
書
二
五
頁
以
下
参
照

（
45
）　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
の
公
債
発
行
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
・
注
四
〇
紹

介
書
二
六
頁
参
照
。

（
46
）　

マ
オ
リ
の
白
人
に
対
す
る
印
象
が
、
ワ
イ
ラ
ウ
事
件
を
契
機
に
変
化
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
・
注
四
〇
紹
介
書
紹
介
書
一
二
頁
以
下
参

照
。

　
　

な
お
、
今
日
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
学
者
は
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
の
蜂
起
の
根

本
的
な
原
因
は
、
首
都
が
、
ホ
ブ
ソ
ン
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ラ
レ
カ
か
ら
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
に
移
転
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
経
済
の
中

心
が
北
部
地
方
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
は
様
々
な
経
済
的

利
益
を
失
い
、
ホ
ブ
ソ
ン
が
課
し
、
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
が
額
を
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
関
税
に
よ
り
、
物
価
の
値
上
が
り
だ
け
が
残
っ
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
と
い

う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

　
　

Freda Rankin K
aw

haru. 

‘Heke Pokai, H
one W

irem
u

’, from
 the 

D
ictionary of N

ew
 Zealand Biography. T

e A
ra - the Encyclopedia 

of N
ew

 Zealand, updated 30-O
ct-2012

　
　

U
RL: http://w

w
w

.T
eA

ra.govt.nz/en/biographies/1h16/heke-pokai- 
hone-w

irem
u

（
47
）　

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
は
、
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
は
、
各
地
方
に
翻
っ
て
い
る
英
国
旗
は
、

そ
の
土
地
が
英
国
の
主
権
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
土
地
の

人
々
は
英
国
の
奴
隷
と
な
っ
て
い
る
の
だ
、
と
他
の
マ
オ
リ
を
扇
動
し
、
戦
い

に
駆
り
立
て
た
と
し
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
ツ
ロ
イ
・
注
四
〇
紹
介
書
紹
介
書
一
〇

頁
参
照
。

（
48
）　

ホ
ネ
・
ヘ
ケ
の
ラ
ッ
セ
ル
焼
き
討
ち
に
つ
い
て
は
、
第
三
代
総
督
グ
レ
イ

の
伝
記
で
あ
る
次
の
書
の
八
三
頁
を
参
照
。

　
　

“The Life and T
im

es of Sir George Grey, K
.C.B.

” By W
illiam

 Lee 



二
三
〇

church, N
.Z.: K

iw
i Publishers 2004.

（
62
）　

本
文
で
、
こ
の
箇
所
以
降
に
紹
介
し
て
い
る
グ
レ
イ
の
、
マ
オ
リ
の
民
生

に
対
す
る
努
力
に
つ
い
て
は
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二
紹
介
書
一
一
一
頁
以
下

参
照
。

（
63
）　

欧
州
人
の
賃
金
の
こ
の
当
時
の
水
準
に
つ
い
て
は
沢
井
・
注
二
紹
介
書
一

七
四
頁

（
64
）　

武
器
・
弾
薬
・
酒
の
マ
オ
リ
に
対
す
る
販
売
禁
止
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー

ソ
ン
・
注
五
二
紹
介
書
一
一
一
頁
参
照
。

（
65
）　

マ
オ
リ
の
司
法
活
動
へ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二

紹
介
書
一
一
五
頁
以
下
参
照
。

（
66
）　

マ
オ
リ
の
首
長
の
判
事
任
命
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
・
注
四
八
紹
介
書
一
〇

六
頁
参
照
。

（
67
）　

マ
オ
リ
の
道
徳
規
範
に
つ
い
て
は
、
沢
井
・
注
二
紹
介
書
第
一
〇
章
「
先

住
民
マ
オ
リ
の
社
会
構
造
」、
特
に
二
〇
一
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
るm

ana

（
威

信
）
とutu

（
報
復
）
の
関
係
参
照
。

（
68
）　

グ
レ
イ
の
、
こ
の
時
期
の
施
策
に
対
す
る
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
、
次
を

参
照
。

　
　

K
eith Sinclair 

“A H
istory of N

ew
 Zealand

” Penguin books A
uck-

land 

一
九
八
〇
年
刊
八
八
頁
。

（
69
）　

シ
ン
ク
レ
ア
・
注
六
八
紹
介
書
八
九
頁
よ
り
引
用
。

（
70
）　N

ew
 Zealand Constitution A

ct 1846

の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

英
国
政
府
の
官
報
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
ガ
ゼ
ッ
ト
（T

he London Gazette

）

参
照
。

　
　

https://w
w

w
.thegazette.co.uk/London/issue/20687/page/5997

（
71
）　

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
植
民
地
自
治
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
沢
井
・
注

二
紹
介
書
三
六
頁
よ
り
引
用
。

七
八
頁
以
下
参
照
。
同
じ
く
、
リ
ー
・
注
四
八
紹
介
書
八
九
頁
参
照
。

（
56
）　

テ
・
ラ
ウ
パ
ラ
ハ
の
逮
捕
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二
紹
介

書
八
一
頁
以
下
参
照
。

（
57
）　

公
債
の
償
還
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
・
注
四
八
紹
介
書
八
五
頁
参
照
。

（
58
）　

マ
オ
リ
の
土
地
購
入
独
占
権
の
復
活
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注

五
二
紹
介
書
九
一
頁
参
照
。

（
59
）　

グ
レ
イ
伯
爵
と
は
、
第
三
代
伯
爵
で
あ
るH

enry George Grey

の
こ

と
で
あ
る
。
一
八
三
〇
年
代
に
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
理
論
に
、
英
国
の
植

民
地
政
策
が
影
響
さ
れ
た
の
は
、
当
時
戦
争
・
植
民
副
大
臣
（U

nder-Secre-
tary of State for W

ar and the Colonies

）
だ
っ
た
グ
レ
イ
伯
爵
が
ウ
ェ

イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
理
論
に
賛
同
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
グ
レ
イ
伯
爵
が
、

一
八
四
六
年
か
ら
植
民
大
臣
に
就
任
し
て
い
た
。
な
お
、
紅
茶
で
有
名
な

Earl Grey

は
第
二
代
伯
爵
で
あ
る
。

（
60
）　

マ
オ
リ
の
土
地
の
登
記
制
度
の
導
入
に
関
し
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注

五
二
紹
介
書
一
〇
四
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
は
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
が
空
文
化
し

て
い
く
一
つ
の
重
要
な
節
目
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

http://w
w

w
.nzhistory.net.nz/politics/treaty/treaty-tim

eline/
treaty-events-1800-1849 updated 22-A

ug-2014

（
61
）　

マ
オ
リ
に
対
す
る
研
究
努
力
の
結
果
を
、
グ
レ
イ
自
身
が
次
の
書
と
し
て

公
刊
し
て
い
る
。

　
　

一
八
五
三
年
「K

o N
ga M

ohaka, N
e N

ga H
akariora, O

 N
ga M

aori
」、

Christchurch N
.Z.: K

iw
i Publishers 2002

　
　

一
八
五
五
年
「Polynesian M

ythology, and A
ncient T

raditional H
is-

tory of the N
ew

 Zealand Race

」A
uckland: Printed by H

. Brett, 
1855.

　
　

一
八
五
七
年
「A

 Collection of M
aori Sayings and Proverbs

」Christ-



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
三
一

hereinafter m
entioned; that is to say, every m

an of the age of 
tw

enty-one years or upw
ards, having a freehold estate in possession, 

situate w
ithin the district for w

hich the vote is to be given, of the 
clear value of fifty pounds above all charges and incum

brances, 
and of or to w

hich he has been seised or entitled, either at law
 or 

in equity, for at least six calendar m
onths next before the last 

registration of electors, or having a leasehold estate in possession, 
situate w

ithin such district, of the clear annual value of ten 
pounds, held upon a lease w

hich at the tim
e of such registration 

shall have not less than three years to run, or having a leasehold 
estate so situate, and of such value as aforesaid, of w

hich he has 
been in possession for three years or upw

ards next before such 
registration, or being a householder w

ithin such district, occupying 
a tenem

ent w
ithin the lim

its of a tow
n 

（to be proclaim
ed as such 

by the Governor for the purposes of this A
ct

）, of the clear annual 
value of ten pounds, or w

ithout the lim
its of a tow

n of the clear 
annual value of five pounds, and having resided therein six calendar 
m

onths next before such registration as aforesaid, shall, if duly 
registered, be entitled to vote at the election of a m

em
ber or 

m
em

bers for the district.

（
81
）　

一
八
五
二
年
当
時
の
欧
州
系
住
民
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
沢
井
・
注
二
紹

介
書
一
七
四
頁
よ
り
引
用
。

（
82
）　

こ
の
召
還
は
、
グ
レ
イ
が
議
会
制
定
法
に
不
服
従
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す

る
、
本
国
植
民
省
に
よ
る
懲
罰
的
人
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
・

注
五
八
紹
介
書
一
六
二
頁
以
下 Chapter X

X
I. —

 Sir George Grey

’s 
V

indication—
H

onours at O
xford 

参
照

（
72
）　

こ
の
一
八
四
六
年
憲
章
の
施
行
延
期
と
い
う
抗
命
行
為
を
め
ぐ
る
本
国
と

の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
・
注
五
八
紹
介
書
一
一
四
頁
以
下
のChapter 

X
V

. N
ew

 Zealand Constitution of 1846. 

参
照
。

（
73
）　

グ
レ
イ
の
、
本
国
に
向
け
て
、
一
八
四
六
年
憲
章
の
施
行
延
期
を
求
め
た

書
簡
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
・
注
三
六
紹
介
書
六
三
頁
以
下
参
照
。

し
か
し
、
こ
れ
は
抜
粋
で
あ
り
、
全
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
リ
ー
・
注
五
八

紹
介
書
一
二
四
頁
以
下Chapter X

V
I. T

he D
espatch of July, 1849 

が

詳
し
い
。
本
文
は
、
両
者
を
参
照
の
上
、
内
容
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
74
）　

一
八
四
六
年
憲
章
に
対
す
る
グ
レ
イ
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
・
注
四

八
紹
介
書
一
二
〇
頁
よ
り
引
用
。

（
75
）　

グ
レ
イ
が
、
自
身
が
総
督
で
あ
る
限
り
マ
オ
リ
の
権
利
が
守
ら
れ
る
と
考

え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二
紹
介
書
一
一
六
頁
以

下
参
照
。

（
76
）　

グ
レ
イ
の
本
国
政
府
に
対
す
る
要
望
書
に
つ
い
て
は
、
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
・

注
三
六
紹
介
書
六
九
頁
以
下
参
照
。

（
77
）　

グ
レ
イ
の
「
二
つ
の
民
族
が
一
つ
に
溶
け
合
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
マ
ッ

キ
ン
タ
イ
ヤ
・
注
三
六
紹
介
書
七
一
頁
参
照
。

（
78
）　
一
八
五
二
年
憲
章
の
正
式
名
称
は
、 

“An A
ct to grant a Representative 

Constitution to the Colony of N
ew

 Zealand.

” 

と
い
う
。
そ
の
条
文
に

つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

　
　

http://nzetc.victoria.ac.nz/tm
/scholarly/tei-GovCons.htm

l

（
79
）　

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
の
一
八
五
二
年
憲
章
に
対
す
る
言
葉
に
つ
い
て
は
、

リ
ー
・
注
五
八
紹
介
書
一
四
二
頁
参
照
。

（
80
）　

一
八
五
二
年
憲
章
第
七
条
の
原
文
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

　
　

T
he m

em
bers of every such Council shall be chosen by the 

votes of the inhabitants of the Province w
ho m

ay be qualified as 



二
三
二

and from
 the revenues of the three southern provinces a sum

 of 
one thousand pounds （£1,000

）, m
aking in the w

hole an annual page 
61 am

ount of seven thousand pounds 

（£7,000

）, w
hich the Gover-

nor-in-Chief should he authorized to apply, together w
ith any sur-

plus that m
ay accrue from

 the civil list, to any of the follow
ing 

purposes:—

　
　

T
he construction and m

aintenance of hospitals, to w
hich M

aories 
are adm

itted on equal term
s w

ith other subjects of H
er M

ajesty:

　
　

T
he establishm

ent and m
aintenance of schools, to w

hich M
aori 

children are adm
itted on the sam

e term
s as other scholars:

　
　

For the paym
ent of Resident M

agistrates, and of N
ative M

agis-
trates, and for the m

aintenance of a N
ative Police:

　
　

For m
aking presents to native chiefs in acknow

ledgm
ent of ser-

vices rendered by them
:

　
　

A
nd, generally, to such other purposes as m

ay tend to prom
ote 

the prosperity and happiness of the native race, and their advance-
m

ent in Christianity and civilization.

（
88
）　

一
八
五
四
年
六
月
の
時
点
で
は
グ
レ
イ
は
既
に
離
任
し
て
お
り
、
他
方
、

後
任
の
ブ
ラ
ウ
ン
は
着
任
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ウ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
が
総
督
代

行
を
務
め
て
い
た
が
、
彼
は
自
分
に
は
正
式
の
発
令
を
す
る
権
限
が
な
い
と
し

た
の
で
、
ス
ー
エ
ル
の
就
任
は
非
公
式
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
が
着
任

後
、
改
め
て
第
二
回
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
一
八
五
六
年
の
第
二
回
議
会
に
お
い

て
ス
ー
エ
ル
は
改
め
て
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
す
る
。
た
だ
し
、
わ
ず
か
二
週

間
で
内
閣
は
倒
れ
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
（W

illiam
 Fox

）
が
第
二
代
内
閣
総
理
大

臣
に
就
任
す
る
が
、
こ
の
内
閣
は
わ
ず
か
一
週
間
で
倒
れ
た
。
安
定
し
た
政
権

が
で
き
る
の
は
、
第
三
代
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
（Edw

ard 

（
83
）　

パ
ー
と
は
、
マ
オ
リ
が
集
団
で
住
ん
で
い
る
大
き
な
家
の
意
味
で
あ
る
。

（
84
）　

ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
沢
井
・
注
二

紹
介
書
六
一
頁
よ
り
引
用
。

（
85
）　

オ
タ
ゴ
植
民
地
に
お
け
る
マ
オ
リ
参
政
権
押
さ
え
込
み
の
記
述
は
、

“Contributions T
o T

he Early H
istory O

f N
ew

 Zealand 

［Settlem
ent 

of O
tago

］” By T
hom

as M
orland H

ocken London Sam
pson Low

, 
M

arston A
nd Com

pany Lim
ited 1898, P144 

よ
り
引
用
。

（
86
）　

マ
オ
リ
の
参
政
権
が
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
一
八
五
三

年
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
有
権
者
と
し
て
登
録
さ
れ
た
者
の
総
数

五
、
八
四
九
人
の
う
ち
、
約
一
〇
〇
人
は
マ
オ
リ
（
ほ
と
ん
ど
は
部
族
の
首

長
）
で
あ
っ
た
。

　
　

出
典
＝
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.elections.org.nz/m

aori-and-vote

（
87
）　

一
八
五
二
年
法
七
一
条
も
非
常
に
複
雑
な
規
定
で
あ
る
。
以
下
に
原
文
を

紹
介
す
る
。

　
　

71. But I should point out to your Lordship that under the form
 

of governm
ent I now

 propose, the country is to be divided into 
electoral districts, w

hich w
ill only include those portions of it 

w
hich are occupied by a large European population; the great 

m
ass of the native population, w

ho contribute largely and increas-
ingly to the revenue, w

hich is at present alm
ost entirely raised 

from
 duties of custom

s, w
ould be thus w

holly unrepresented. I 
beg, therefore, m

ost earnestly to recom
m

end that from
 the reve-

nues of the northern province there should be reserved a further 
yearly sum

 of four thousand pounds 

（£4,000

）; from
 the revenues 

of the W
ellington province a sum

 of tw
o thousand pounds 

（£2000

）; 



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
期
憲
法
史
（
甲
斐
）

二
三
三

し
て
い
る
。
但
し
、
マ
オ
リ
の
人
名
表
記
に
は
若
干
問
題
が
あ
る
た
め
、
そ
の

後
の
研
究
に
基
づ
き
、
正
し
い
も
の
に
修
正
し
て
い
る
。

（
95
）　

人
口
統
計
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二
紹
介
書
一
九
四
頁
参

照
。

（
96
）　

リ
ー
・
注
五
八
紹
介
書
三
一
〇
頁
は
、
後
に
開
か
れ
た
裁
判
に
お
い
て
、

こ
の
土
地
は
キ
ン
ギ
に
完
全
に
権
利
が
あ
り
、
テ
イ
ラ
自
身
が
そ
れ
を
認
め
た

と
述
べ
て
い
る
。
テ
イ
ラ
は
、
そ
れ
以
前
の
事
件
の
報
復
（U

tu

）
と
し
て
、

政
府
の
力
を
借
り
た
の
で
あ
る
。

（
97
）　

マ
オ
リ
に
対
す
る
武
器
弾
薬
販
売
禁
止
令
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
・

注
五
八
紹
介
書
三
一
一
頁
参
照
。

（
98
）　

グ
レ
イ
の
一
八
六
一
年
に
お
け
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・

注
五
二
紹
介
書
二
一
七
頁
参
照
。

（
99
）　Runanga

は
、
議
会
と
訳
し
て
い
る
が
、
マ
オ
リ
が
も
と
も
と
有
し
て

い
た
機
関
で
あ
る
。
本
来
は
、
寡
頭
政
治
的
な
機
関
で
、
数
人
の
首
長
が
戦
争

等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
一
般
人
は
単
に
傍
聴
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
に
は
考
え
ら
れ
る
限
り
民
主
的
な
も
の
に
発
展
し
て
い
た
。「
女
や

子
ど
も
の
参
加
も
認
め
ら
れ
、
発
言
が
許
さ
れ
た
。
犬
や
豚
で
さ
え
閉
め
出
さ

れ
な
か
っ
た
」
と
ゴ
ー
ス
ト
注
九
一
紹
介
書
一
五
八
頁
は
述
べ
て
い
る
。

（
100
）　

グ
レ
イ
の
マ
オ
リ
・
自
治
体
計
画
に
つ
い
て
は
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二

紹
介
書
一
九
四
頁
参
照
。

（
101
）　

最
後
の
マ
オ
リ
か
ら
直
接
入
植
者
に
土
地
を
売
却
す
る
権
限
は
、
ワ
イ
タ

ン
ギ
条
約
に
抵
触
す
る
の
で
、
同
法
が
発
効
す
る
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
認
証
が
必

要
で
あ
っ
た
。
そ
の
認
証
は
、
一
八
六
五
年
に
、
同
法
が
抜
本
改
正
さ
れ
る
直

前
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
与
え
ら
れ
た
。
な
お
、
原
住
民
土
地
法
の
今
日
ま
で

の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
会
計
検
査
院
の
次
の
サ
イ
ト
を
参

照
。

W
illiam

 Stafford

）
が
就
任
し
て
か
ら
で
あ
る
。
ス
ー
エ
ル
は
、
こ
の
内
閣

に
は
副
総
理
格
の
財
務
大
臣
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

（
89
）　

新
憲
章
の
下
に
お
け
る
自
治
政
府
の
マ
オ
リ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

リ
ー
・
注
五
八
紹
介
書
三
〇
七
頁
以
下
参
照
。

（
90
）　

マ
ヌ
ア
ワ
ポ
ウ
集
会
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ク
レ
ア
・
注
六
八
紹
介
書
一
一

二
頁
参
照
。
な
お
参
照
、
沢
井
・
注
二
紹
介
書
二
二
四
頁
。

（
91
）　

マ
オ
リ
王
擁
立
運
動
に
関
す
る
、
同
時
代
に
お
け
る
最
も
包
括
的
な
書
は
、

次
の
も
の
と
言
わ
れ
る
。

　
　

“The M
aori K

ing or the Story of O
ur Q

uarrel w
ith T

he N
atives 

of N
ew

 Zealand

” by J. E. Gorst, First published by M
acm

illan &
 

Co., 1864, Reprinted 1959 Paul
’s Book A

rcadeH
am

ilton &
 A

uck-
land: N

ew
 Zealand

　
　

筆
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
家
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
戦
争
時
期
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
り
、
マ
オ
リ
王
擁
立
運
動
の
中

心
人
物
で
あ
っ
た
タ
ミ
ハ
ナ
と
親
交
が
あ
っ
た
。
一
九
五
九
年
復
刻
版
に
は
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
の
当
時
助
教
授
で
あ
っ
た
シ
ン
ク
レ
ア
に
よ
る
詳
細
な
注

記
が
あ
り
、
同
書
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。

（
92
）　

集
会
は
一
八
五
六
年
一
二
月
末
に
始
ま
り
、
一
八
五
七
年
一
月
ま
で
続
い

た
。
ゴ
ー
ス
ト
注
九
一
紹
介
書
四
一
頁
は
、
そ
の
原
資
料
と
し
て
、
次
の
も
の

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

Reported by Governor Gore Brow
ne in despatches of 17 D

ecem
-

ber, 1856, N
o.130; 27 M

arch, 1857, N
o.32; GBPP, 1860/2719.

（
93
）　

ゴ
ー
ス
ト
は
、
タ
ウ
ヒ
ア
オ
に
つ
い
て
、
弱
い
男
で
、
完
全
に
タ
ミ
ナ
ハ

の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ゴ
ー
ス
ト
注
九
一
紹
介
書
五
頁
参
照
。

（
94
）　

タ
ラ
ナ
キ
戦
争
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文

の
以
下
の
記
述
は
、
主
と
し
て
リ
ー
・
注
五
八
紹
介
書
三
〇
八
頁
以
下
に
依
存



二
三
四

理
大
臣
に
な
っ
た
が
、
彼
の
内
閣
は
短
命
で
、
わ
ず
か
二
年
で
崩
壊
し
た
。
一

八
九
八
年
に
死
去
す
る
。

（
112
）　

ワ
イ
カ
ト
戦
争
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ク
レ
ア
・
注
六
八
紹
介
書

一
四
四
頁
参
照
。

（
113
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
憲
法
上
の
財
産
権
制
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

金
鉱
掘
り
に
一
八
六
〇
年
か
ら
、
参
政
権
を
与
え
て
い
た
。
一
八
六
九
―
七
〇

時
点
で
は
、
約
二
万
人
の
金
鉱
掘
り
が
選
挙
登
録
を
し
て
い
た
が
、
選
挙
登
録

者
総
数
は
四
一
、五
〇
〇
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
影
響
力
は
強
か
っ
た
。

　
　

出
典
＝
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.elections.org.nz/right-vote/gold-rush

マ
オ
リ
参
政
権
は
、
そ
の
前
例
が
あ
っ
た
た
が
た
め
に
認
め
ら
れ
た
。

（
114
）　

マ
オ
リ
の
二
重
投
票
権
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
選
挙
管
理
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

　
　

http://w
w

w
.elections.org.nz/m

aori-and-vote/m
aori-representation

（
115
）　

こ
こ
に
名
の
出
た
ホ
ネ
・
ヘ
ケ
は
、Hone H

eke N
gapua

（1869-1909

）

と
い
う
。
本
稿
で
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
の
締
結
等
に
活
躍
し
た
ホ
ネ
・
ヘ
ケ

（H
one W

irem
u H

eke Pokai

）
は
、
彼
か
ら
見
て
大
叔
父
に
当
た
る
。
彼

の
業
績
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。

　
　

Freda Rankin K
aw

haru. 

‘Ngapua, H
one H

eke

’, from
 the D

ictio-
nary of N

ew
 Zealand Biography. T

e A
ra - the Encyclopedia of 

N
ew

 Zealand, updated 4-D
ec-2013

　
　

U
RL: http://w

w
w

.T
eA

ra.govt.nz/en/biographies/2n12/ngapua-
hone-heke

　
　

http://w
w

w
.oag.govt.nz/2011/housing-on-m

aori-land/appendix.htm
（
102
）　

グ
レ
イ
の
マ
オ
リ
王
制
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・

注
五
二
紹
介
書
一
九
九
頁
参
照
。

（
103
）　

ワ
イ
カ
ト
川
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ー
ス
ト
注
九
一
紹
介
書
一
三
頁
参

照
。
蒸
気
船
の
導
入
に
つ
い
て
は
同
書
一
九
六
頁
参
照
。

（
104
）　

グ
レ
イ
に
よ
る
道
路
建
設
に
対
す
る
マ
オ
リ
側
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ー

ス
ト
注
九
一
紹
介
書
二
四
頁
以
下
参
照

（
105
）　

タ
ミ
ハ
ナ
の
言
葉
は
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
注
五
二
紹
介
書
一
九
九
頁
よ
り

引
用
。

（
106
）　

グ
レ
イ
の
設
け
た
施
設
に
対
す
る
マ
オ
リ
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ン
ダ
ー

ソ
ン
・
注
五
二
紹
介
書
一
九
九
頁
参
照
。

（
107
）　

オ
タ
ゴ
の
金
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。

　
　

Carl W
alrond. 

‘Gold and gold m
ining

’, Te A
ra - the Encyclope-

dia of N
ew

 Zealand, updated 9-N
ov-12

　
　

U
RL: http://w

w
w

.T
eA

ra.govt.nz/en/gold-and-gold-m
ining/sources

（
108
）　

ゴ
ー
ス
ト
の
追
放
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ー
ス
ト
注
九
一
紹
介
書
二
二
三
頁
以

下
参
照
。
な
お
、
こ
の
時
ゴ
ー
ス
ト
が
グ
レ
イ
に
書
い
た
切
迫
し
た
状
況
を
知

ら
せ
る
手
紙
が
、
リ
ー
・
注
五
八
紹
介
書
三
一
五
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
109
）　

第
二
次
タ
ラ
ナ
キ
戦
争
開
戦
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
・
注
五
八
紹

介
書
三
一
八
頁
参
照
。

（
110
）　

マ
オ
リ
側
の
回
答
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
シ
ン
ク
レ
ア
・
注
六
八

紹
介
書
一
四
四
頁
参
照
。

（
111
）　

グ
レ
イ
は
一
八
七
〇
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
戻
り
、
い
っ
た
ん
は
隠

棲
し
て
い
た
が
、
一
八
七
四
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
政
界
に
出
馬
し
、
彼

が
作
り
出
し
た
一
八
五
二
年
憲
法
の
完
全
な
実
現
を
目
指
し
て
奮
闘
を
開
始
し
、

そ
の
後
、
二
〇
年
間
国
会
議
員
を
続
け
た
。
一
八
七
七
年
に
は
同
国
の
内
閣
総


